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緒　言

　21 世紀に入り介護保険法の制定や医療保

険の診療報酬に周術期口腔機能管理が加わ

り（2012 年）、歯科衛生士業務が拡大してい

る。それに伴い、歯科衛生士は他職種と連携

しチーム医療の一員として業務を行う必要が

生じている。そこで、歯科衛生士の業務内容

を他職種がどの位理解しているかを把握する

ことは、今後も他職種と連携するうえで有益

であると考える。

　歯科衛生士の認知度調査においては、松田

ら 1）が大学生を対象として行った研究があり、

過去 1 年間に自分の健康について家族と相談

したことがある、あるいは過去１カ月間に家

族と外出したことがある者は、無い者に比べ

男女ともに、歯科衛生士の業務の認知得点が

高かったと報告している。また、高阪ら２）が

成人を対象に行った調査では、歯科衛生士が

最も関わる業務の一つである歯石除去の診療

受診経験と歯科衛生士の職業と業務の認知と

の関連について報告している。

　今回の調査では、介護保険施設に従事する

他職種を対象として、近年の歯科衛生士業務

の拡大等に関する設問等を前述した報告の質

問紙の業務内容に関する設問を 3 問追加し、

歯科衛生士法に関する設問を 2 問追加した。

　歯科衛生士職種の誕生は、1947 年 9 月に

保健所法の改正が行われ、保健所の歯科衛生

業務内容が明示された。しかし、780 箇所も

ある全国の保健所すべてに歯科医師を配置す

ることが困難であることから、新しい職種が

必要となり 1948 年（昭和 23 年）3 月に当

座の要員として 24 人の保健婦（保健師）を

集め、歯科衛生業務の専門職を誕生させるこ

とになった 3）。これが歯科衛生士の誕生である。

　歯科衛生士の当初の業務は、「歯牙及び口

腔の疾患の予防処置」のみで、保健所などの

公衆衛生現場に配置される要員として誕生し

たが、臨床現場では歯科診療の現場に人手不

足が生じていたため、1955 年（昭和 30 年）、

歯科診療補助を行えるようにした。1989 年

（平成元年）には、歯科衛生士法が一部改正

され、歯科保健指導が法に明示されるように

なった。

　2014 年（平成 26 年）には歯科衛生士法の

一部改正があった。改正の内容は「歯科医師

の直接の指導」の「直接」と「女子」が削除

され、男女の区別をなくすこととした。この

ような経緯があり、歯科衛生士業務は発展し

てきた。その背景をふまえて、近年の業務内

容を 3 問、歯科衛生士法に関する設問を 2 問

追加し、歯科衛生士業務が他職種からどの程

度認知されているのかを把握する目的で調査

を行い、その結果を報告する。

　

対象および方法

　調査期間は、令和元年 11 月下旬～令和 2

年 2 月末日である。対象は、Ａ県内の介護老

人保健施設・介護老人福祉施設、通所施設等

に従事する介護福祉士・看護師・リハビリ専

他職種からみた歯科衛生士業務の認知度調査報告

久　本　たき子　　　飯　岡　美　幸

Report of a survey report of on the recognition of dental 
hygienist work from the perspective of other professions

Takiko HISAMOTO       Miyuki IIOKA
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門職種等で、調査方法は、調査者が各施設に

出向き、研究概要を説明し同意書に記入後回

答を依頼した。同意書の回収には、本人を特

定できないように質問紙と別に集めるよう配

慮して調査を実施した。質問紙 ( 表１) の内

容は、性別、年齢、職種、歯科衛生士の業務

内容等の認知の可否について、業務内容の具

体的な設問は、①「フッ化物塗布」、②「予

防充填」、③「歯石除去」、④「ブラッシン

グ指導」、⑤「栄養指導」、⑥「リスク検査」、

⑦「乳歯の治療」、⑧「乳歯の抜歯」、⑨「麻

酔注射」、⑩「歯の健康教育」、さらに追加し

た設問は、⑪「周術期口腔衛生管理」、⑫「摂

食機能療法」、⑬「口腔機能向上支援サービ

ス」、⑭「女子のみの職種」、⑮「歯科衛生士

職種誕生時期」の 15 項目とした。

　回答は、「できる（はい）」、「できない（い

いえ）」、「わからない」の 3 段階である。　

集計方法は、単純集計である。なお、本研究

は大垣女子短期大学倫理審査委員会（申請番

号 R1‐2）による審査・承認を得て調査及び

実施した。

　162 人から回答を得た（回収率 100％）

そのうちの 160 人を有効回答とした（有効

回答率 98.8％）。無効になった回答者の 2 名

は、記述に不備があり除外した。性別は，男

性 35 人，女性 125 人であった。

　 回 答 者 の 年 齢 構 成 は、20 歳 代 16 人

（10％）、30 歳代 23 人（約 14.4％）、40 歳

代 54 人（33.8％）、50 歳代 40 人（25％）、

60 歳代 23 人（約 14.4％）、70 歳以上 4 人

（2.5％）である。図 1 に示す。

　回答者の職種は、介護福祉士・社会福祉士

が 77 人（48.1％）、看護師・准看護師が 14

人（9％）、リハビリ職種 6 人（4％）、管理

栄養士・栄養士 10 人（6％）、初任者研修修

了者 16 人（10％）、その他（介護支援専門員、

事務員）37 人（23％）であった。図 2 に示す。

結果

　正答率が最も高かった説問は、④「ブ

ラッシング指導」141 人（88.05％）であ

り、次に順位別に示すと⑨「麻酔注射」140

人（87.5％）、⑧「不要になった乳歯の抜

歯」135 人（84.38％）、③「歯石除去」131

人（81.8％）、⑭「女子のみの職種」123

人（76.88 ％）、⑦「乳歯 の 治療」121 人

（75.6％）、⑬「口腔機能向上支援サービス」

121 人（75.6％）、①「フッ化物塗布」112

人（70.0％）、⑩「歯の健康教育」108 人

（67.5％）、⑪「周術期口腔衛生管理」102 人

（63.75％）、⑥「リスク検査」95 人（59.37％）、

⑤「栄養指導」92 人（57.5％）、⑫「摂食

機能療法」65 人（40.0％）、②「予防充填」

1.　性別：　　1. 男　　2. 女　
2.　あなたのおおよその年齢は、何歳代ですか。

1.20 歳代　　2.30 歳代　　　3.40 歳代　　　4.50 歳代　　　5.60 歳代　　　6.70 歳代以上
3.　あなたの職種は何ですか。

１. 介護福祉士　　　　　  2. 社会福祉士　　　　　　　3. 看護師
4. 管理栄養士　　　　　　5. 栄養士　　　　　　　　　6. 調理師
7. 理学療法士　　　　　　8. 作業療法士　　　　　　　9. 言語聴覚士
10. 歯科衛生士　　　　　11. 介護支援専門員（実務経験職種：　　　　　　　　　　　　）
12. 初任者研修修了者（訪問介護員）　13. 准看護師　　14. その他（　　　　　　　　　　）

4.　歯科衛生士の業務内容等について次の質問に答えてください。
① むし歯予防のためにフッ化物塗布を行う。　　　　1. できる　 2. できない  3. わからない
② むし歯予防のために歯の溝に合成樹脂をつめる。　1. できる　2. できない　3. わからない
③ 歯の周りについた歯石を除去する。　　　　　　　1. できる　　2. できない　　3. わからない
④ 歯の汚れを染めて歯磨き状況をチェック後指導する。　1. できる 2. できない 3. わからない
⑤ 歯の健康のために食事栄養摂取分析後指導する。　　　1. できる 2. できない 3. わからない
⑥ むし歯や歯周病になりやすいリスクを検査し指導する。1. できる　2. できない  3. わからない
⑦ 乳歯のむし歯の部分を削り金属や合成樹脂をつめる。　1. できる　2. できない　3. わからない
⑧ 不要になった乳歯を抜く。　　　　　　　　　　　　　1. できる　2. できない　3. わからない
⑨ 麻酔注射を打つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　1. できる　2. できない　3. わからない
⑩ 保健所、学校で歯の健康教育をする。　　　　　　　　1. できる　2. できない　3. わからない
⑪ がん患者への術前・術後の口腔衛生管理（口腔ケア）を行う。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1. できる　　2. できない　3. わからない
⑫ 患者に摂食機能療法を行う。　　　　　　　　　　　1. できる　　2. できない　3. わからない
⑬ 口腔機能向上支援サービス（介護予防）を行う。　　1. できる　　2. できない　3. わからない
⑭ 歯科衛生士は、女子のみの職種である。　　　　　　1. はい　　　2. いいえ　　3. わからない
⑮ 歯科衛生士は、第二次世界大戦終了後生まれた職種である。1. はい　2. いいえ　3. わからない

参考文献：松田裕子他「Ａ私立大学２年生における歯科衛生士の業務の認知度と健康度」
　　　　　口腔衛生学会雑誌　第 60 巻　第 1 号：38-45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ご協力有難うございました。

表 1　質問紙調査

図１　回答者年齢構成
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46 人（28.75％）、⑮「歯科衛生士誕生時期」

31 人（19.37％）であった。

　設問①「むし歯予防のためにフッ化物塗布

を行う。」の結果を図 3 に示す。

　なお、歯科衛生士の業務は棒グラフ：縦（図

3 ～図 8）、歯科医師の業務は棒グラフ：横（図

9 ～図 11）、業務以外の設問は棒グラフ：横

にした（図 12、13）。

　設問②「むし歯予防のために歯の溝に合成

樹脂をつめる。」の結果を図 4 に示す。

　

　設問③「歯の周りについた歯石を除去す

る。」の結果を図 5 に示す。

図 2　対象者の職種

図 3　フッ化物塗布

図 4　予防充填

図 5　歯石除去

表 2　歯科衛生士の業務の可否等の正答率           
　　　　　　　　　　　　　　　　　（n=160）

4123456789
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　設問⑦「乳歯のむし歯の部分を削り金属や

合成樹脂をつめる。」の結果を図 9 に示す。

　設問⑦「不要になった乳歯を抜く。」の結

果を図 10 に示す。　

　設問⑨「麻酔注射を打つ。」の結果を図 11

に示す。

　設問⑩「保健所、学校で歯の健康教育をす

る。」の結果を図 12 に示す。

　設問⑪「がん患者への術前・術後の口腔衛

生管理（口腔ケア）を行う。」の結果を図 13

に示す。

図 6　ブラッシング指導

図 7　栄養指導

図 10　乳歯の抜歯

図 11　麻酔注射

図 12　歯の健康教育

図 13　周術期口腔衛生管理

図 8　リスク検査

図 9　乳歯の治療

　設問④「歯の汚れを染めて歯磨き状況を

チェック後指導する。」の結果を図 6 に示す。

　設問⑥「むし歯や歯周病になりやすいリス

クを検査し指導する。」の結果を図 8 に示す。

　設問⑤「歯の健康のために食事栄養摂取分

析後指導する。」の結果を図 7 に示す。
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　設問⑫「患者に摂食機能療法を行う。」の

結果を図 14 に示す。　

　設問⑬「口腔機能向上支援サービス（介護

予防）を行う。」の結果を図 15 に示す。

　設問⑭「歯科衛生士は、女子のみの職種で

ある。」の結果を図 16 に示す。

　設問⑮「歯科衛生士は、第二次世界大戦終

了後生まれた職種である。」の結果を図 17 に

示す。

考察

1. 認知度の高かった歯科衛生士業務

　大学生に行った松田らの調査で、「ブラッ

シング指導」は認知度が高く男子 65％、女

子 80％であった。「予防充填」は最も低く男

子 33％、女子 40％であったと報告している 1）。

　成人を対象とした高阪らの調査では、「ブ

ラッシング指導」、「フッ化物塗布」の順で高

く認知されていた 2）。

　また、他大学生に行った合場らの調査で、

「ブラッシング指導」は認知度が高く男子

71.5％、女子 83％であった。次いで「歯石

除去」、「歯の健康教育」、「リスク検査」は高

く、男子 65％以上、女子 70％以上が認知し

ていた 4）。

　今回の調査でも、「ブラッシング指導」

が 88.05％と認知度は最も高く、「歯石除

去」81.8％、「口腔機能向上支援サービス」

75.6％、「フッ化物塗布」70.0％とこの業務

は他職種にも浸透していると考えられる。「口

腔機能向上支援サービス」が高い結果（3 位）

となった。介護予防施策には、主に①運動器

の機能向上支援、②栄養改善、③口腔機能の

向上支援がある。今回は対象者が介護保険施

設等に所属しているため、介護予防に関する

知識は他の職場の職種より高いと思われる。

　

2. 認知度の低かった歯科衛生士業務

　今回の調査で、最も認知度が低かったのは、

「歯科衛生士職種の誕生時期」であり、大学

生や他の報告で行った調査の項目には入って

いないため比較することは不可能である。

　その次に低かったのが「予防充填」であり、

大学生に行った調査報告と同様に認知されて

いないことが分かった。 
　追加した設問の「摂食機能療法」の正答率

は、40.0％で「予防充填」の次に低かった。「摂

食機能療法」は、1994 年医科・歯科同時に

保険医療に導入され、26 年が経過している。

また、2018 年度から、「口腔機能低下症」が

図 14　摂食機能療法

図 15　口腔機能向上支援サービス

図 16　女子のみの職種

図 17　歯科衛生士誕生時期

5他職種からみた歯科衛生士業務の認知度調査報告



診療報酬に導入され、地域の歯科診療所にお

いて徐々に診療報酬実績を上げつつある。こ

の導入により他職種にも認知度が高まること

を期待する。

　一般社団法人全国歯科衛生士教育協議会が

作成した歯科衛生学教育コア・カリキュラム

―教育内容ガイドライン―には、近年の歯科

保健医療に関する国民のニーズが多様化し拡

大する中で良質な歯科保健医療サービスを提

供していくためには、歯科衛生士数を充足し、

資質の向上を図ることが重要である 5）と記述

されている。

　歯科衛生士の教育年限が三年制以上で全国

一律になったのが、2010 年度（平成 22 年

度）であり、卒業生は 2012 年度からとなり

三年制教育を修了した歯科衛生士は、全国的

に 10 年経過していない。歯科衛生士養成校

教員は、一定水準の質を担保できるように努

めていかなければならない。

　しかしながら、歯科衛生士就業者数は、

132,629 名（平成 30 年度）で名簿登録者の

2 人に 1 人しか就業していない 6）。平成 26

年に女性のみの職業ではなくなったが、現状

では圧倒的に女性が多い。女性のライフイベ

ント（結婚・出産・育児等）と両立ができる

さらなる職場環境の改善及び整備が求められ

る。

　

まとめ

　歯科衛生業務本来の目的は、歯及び口腔の

疾患を予防し、身体の健康の維持増進を図り、

QOL の向上を支援する。また、生活習慣病

を有する患者の健康管理を行う役割が必要と

されている 7）。

　歯科衛生士誕生から、72 年が経過した。

その間に業務は拡大し、職域も拡大している。

専門性をもちながら、他職種と連携する力が

必要である。長縄は、多職種から求められる

歯科衛生士に近づくためには、コミュニケー

ション能力 8 つの力（傾聴能力、観察能力、

情報収集能力、理解力、問題分析能力、表現

力、伝達能力、文書力）が欠かせない 8）と述

べている。

　現在、90.5％以上の歯科衛生士が地域の歯

科診療所に勤務している。その地域の中で地

域包括ケアシステムを強化するには、多職種

連携を深めることが重要である。歯科衛生士

業務が拡大するなか、歯科衛生士自身が業務

内容を他者に理解される発信力が必要であろ

う。

　「ブラッシング指導」は最も認知度が高かっ

たが、近年増加した業務もより認知されるよ

うに歯科衛生士養成校での学内外における学

修が歯科衛生士職の基盤となるような教育、

すなわちコミュニケーション能力が伸ばせる

ように教員が取り組んでいかなければならな

い。

　また、人々の健康の維持・増進に携わる職

種として、生涯にわたり歯科衛生士として就

業できる環境を整備していくことが重要であ

る。

　今回の調査では、介護保険施設等に従事す

る専門職等に調査を実施した。その結果、対

象者の年齢、職種は様々であった。次回以降

の研究では、さらに対象者の職種を限定（医

療機関）し研究する予定である。
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はじめに（背景）

　運動は健康の 3 要素の 1 つであることから、

健康的な生活を送るために生涯にわたり適度

な運動を行うことが求められている。厚生労

働省による国民健康・栄養調査（H29）1）で

は、20 歳以上の成人において「1 回 30 分以

上の運動を週 2 日以上実施し、1 年以上継続

している者（運動習慣のある者）」は、男性

で 35.9％、女性で 28.6％であり過去 10 年を

見ても大きな増減が認められないという結果

が示された。つまり、国民の約 7 割が運動不

足と解釈できる。

1．問題と目的

1）問題

　日本において体育の授業等では、運動習慣

を身につけるための教育がなされている。春

日ら 2）は、発育発達期の小学校低学年までは、

運動の得意か否かが体育の好き嫌いの要因と

なり男女の差異は少ないが、小学校高学年以

降は特に女児において、他人からの評価や集

団心理が強い要因となり運動、スポーツ離れ

が始まると示唆している。一方、山本ら 3）は、

幼児期に運動の基礎となる遊びを含めた豊富

な自然活動を体験した幼児が大人になり親に

なると、わが子にも積極的に自然活動を体験

させる傾向にあることを明らかにした。これ

らの点から、筆者は運動の得意か否かに影響

されない幼少期に、体を動かす遊びや運動を

楽しむ体験が豊富であるほど、その後の主体

的な運動活動への意識が高まるのではないか

と考えた。

2）目的

　本研究では、筆者が担当する運動系科目を

受講する女子大学生を対象に、過去の運動体

験と健康のための運動への意識の関係につい

て調査し、幼少期からの育ちの中での運動経

験が、現在の運動への意識や主体的な運動へ

の取り組みに、どのように影響しているかを

まとめ、その結果に基づき体育指導において

運動をどのように指導すべきかを考察するこ

とを目的とする。

2．方法

1）対象

　本学の後期の運動系科目「スポーツ演習Ⅱ」

「スポーツレクリエーションⅡ」「幼児と健康」

「幼児の運動と遊びⅡ」及び前期科目の「障

害者スポーツ演習」を受講する学生 144 人を

対象とした。なお、「スポーツレクリエーショ

ンⅡ」と「幼児の運動と遊びⅡ」を重複受講

している学生は、「幼児の運動と遊びⅡ」に

おいて調査を行った。

幼少期からの育ちの中の運動経験が与える大学生の運動機会への影響

―運動系科目を受講する女子大学生を対象に―

垣　添　忠　厚

Impact of exercise experience in growing up from childhood on
 exercise opportunities for college students

―For female university students taking athletic courses―

Tadahiro KAKIZOE
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2）調査期間

　令和 2 年 12 月 21 日～ 12 月 28 日

3）調査方法

　各科目の授業内で学生に研究趣旨を説明し、

Google フォームを活用し、自己記入方式よっ

て行った。

4）調査の内容

　質問項目は、表 1 のとおり、10 項目の質

問を行った。

5）回収率

　研究利用の同意のあった 107 人の提出があ

り、回収率は 74.3％であった。

3．結果

1）現在の運動習慣について

　運動系科目を受講する学生 107 人の運動

習慣について聞いた結果は図 1 のとおりで、

1回 30分以上の運動を行っている人数は、「毎

日」が 8％、「週 5 日以上」が 2％、「週 2 ～

3 日」程度が 9％、「週 1 日」が 21％、「月 2 日」

が 4％、「月 1日」が 5%、「ほとんどしていない」

が 51％であった。

　この結果から表 2 のように、厚生労働省が

示す成人の運動習慣「1 回 30 分以上の運動

を週 2 日以上」を「運動習慣あり」の群、月

に何度かの運動機会のある場合を「運動機会

あり」の群、運動機会がほとんどない場合を

「運動機会なし」の群に分類した。

【質問 1】日常生活以外による、最近 1 カ月の運動する機会についてお聞きします。（選択）

・毎日30分以上の運動をしていた

・週5日以上、30分以上の運動をしていた

・週に2～3日程度、30分以上の運動をしていた

・週に1日程度、30分以上の運動をしていた

・月に2日程度、30分以上の運動をしていた

・月に1日程度、30分以上の運動をしていた

・ほとんどしていなかった

【質問 2】運動に関する現在の意識を次から選んでください。（選択）

・運動は好きだ　　・運動によって好き嫌いがある　　・運動は嫌いだ

【質問 3】運動が好きな方にお聞きします。いつ頃、どの様な理由で運動が好きになりましたか。（記

述）

【質問4】運動が苦手な方にお聞きします。いつ頃から、どの様な理由で運動が嫌いになりましたか。

（記述）

【質問 5】これまでに学校の体育以外で取り組んできた運動を教えてください。（習い事や部活、

クラブなど）（記述）

【質問 6】幼児期（幼稚園、保育園）のあなたの運動遊びについて覚えている範囲で教えてください。

（選択）

・外でよく遊ぶ子だった　　・外であまり遊ばない子だった　　・その他

【質問 7】これまでの運動経験（遊びも含む）で、楽しかったことを書いてください。（記述）

【質問 8】これまでの運動経験（遊びも含む）で、嫌だったことを書いてください。（記述）

【質問 9】運動が健康に及ぼす良い影響について、1 つ挙げてください。（記述）

【質問 10】運動が健康に及ぼす悪影響について、1 つ挙げてください。（記述）

　　  群 1 回 30 分以上の運動日数

運動習慣あり 週 2 日以上

運動機会あり 月 1 ～ 4 日程度

運動機会なし ほとんどなし

表 1　調査の内容

表 2　運動機会の分類

図 1　運動習慣（1回 30 分以上）
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　結果の分布は図 2 のとおりで、「運動習慣

あり」の群が 19％、「運動機会あり」の群が

30％、「運動機会なし」の群が 51% であっ

た。成人女性の全国平均 28.6％と比較する

と、運動習慣がある本学の女子大学生の割合

は、約 9 ポイント低いことが分かった。

2）運動の好きと嫌いの意識

　運動が好きか嫌いかの意識について、「運

動が好き」「運動によって好き嫌いがある」「運

動が嫌い」の 3 項目の選択回答を行った。結

果は図 3-1 のとおりで、全体では「好き」

が 29％、「運動によって好き嫌いがある」が

50％、「嫌い」が 16％、未回答が 5％であった。

運動機会の群別に比較すると、「運動習慣あ

り」と「運動機会なし」では、「好き」にお

いて 30 ポイント、「嫌い」において -10 ポ

イントの差があり、「運動が好き」な学生は

運動習慣を身につけやすい結果となった。

　運動が好きか嫌いかの意識と運動機会の関

係は、図 3-2 からわかるように、「好き」の

35％が「運動習慣」につながっている。「好

きと嫌い」及び「嫌い」はともに 11％であり

約 3 倍の違いがあった。

　運動が好きである理由を自由記述で聞いた

ところ 38 人から回答があった。主な回答を

群別に表 3 にまとめた。

図 3-1　運動への意識

図 2　運動機会の分類の割合

図 3-2　運動機会と運動の好きと嫌いの関連

表 3-1　運動が好きな理由（運動習慣あり）

・幼い頃からよく公園で遊んでいたし、小4
からスポーツを習っていたから

・小学生から野球やソフトボールをしていた
から

・小学生の頃、バレーボールを始めたことで
好きになった

・体を動かすことが好きだから
・小学生の時に運動が得意だったから

表 3-2　運動が好きな理由（運動機会あり）

・保育園の時から遊ぶのが好きで外遊びをよ
くしていた。

・体を動かすのが楽しいから昔から好き
・中学の時の部活をきっかけに
・小学生の頃クラス全員で遊んだこと

表 3-3　運動が好きな理由（運動機会なし）

・動くと気持ちいいから
・昔から運動が好きで、ストレス解消になる
・小学校の頃からバレーボールを少年団でし

ていて好きになってきた
・幼いことから体を動かすことが好きだった
・小さい頃から父と一緒に外で遊んでいたか

ら好きになった
・体育で自分の体を上手く使えるようになっ

た時から好きになった
・ずっと運動してきたから

4123456789
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　運動が嫌いである理由を自由記述で聞いた

ところ 26 人から回答があった。主な回答を

群別に表 4 にまとめた。

　運動が好きな理由では、幼少期からの運動

体験の中で、遊びやスポーツが楽しかったり、

体を動かすことが気持ちよかったり、運動が

上手くいったりする経験がきっかけになった

ことなどが挙げられた。また、少年団や部活

動など継続的に運動を続けてきたことも好き

になる理由となった。

　一方、運動が嫌いになるのは、運動が上手

くできないことで苦手意識がついたり、人と

のかかわりの中での負の体験や運動中の痛い

思いや苦しい思いをしたりすることがきっか

けとなる。

3）運動経験について

　次に、高校生までの少年団や部活動など体

育以外の運動経験を聞いたところ、結果は図

4-1 のとおりで、「運動経験あり」が 47％、「運

動経験なし」が 53％であった。群別にみる

と、「運動習慣あり」での運動経験者は 48％、

運動未経験者は 52％であった。「運動機会あ

り」での運動経験者は 71％、運動未経験者

は 29％、「運動機会なし」での運動経験者は

30％、運動未経験者は 70％であった。

　運動経験と運動習慣の関係では図 4-2 の

とおり、運動経験者が運動習慣につながるの

は 20％、運動機会につながるのは 46％、運

動機会につながらないのは 34％であった。運

動未経験者が運動習慣につながるのは 8％、

運動機会につながるのは 17％、運動機会に

つながらないのは 74％であった。

　高等学校まででの運動経験者が、大学進学

後の運動習慣につながるのは 20％だが、運

動をする機会を合わせると 66％であり、運

動未経験者の運動習慣や運動機会につながる

25％の約 2.6 倍であった。

図 4-2　運動習慣との関係

図 4-1　部活動等の経験

表 4-1　運動が嫌いな理由（運動習慣あり）

・何となく疲れることが好きではなかったの
で、小中高体育の時間もあまり好きではな
かった

・走るのが遅いから
・運動が出来ないから苦手

表 4-2　運動が嫌いな理由（運動機会あり）

・外で寒い時に運動するのが嫌い
・苦手でどんな動きをしても上手くいかなく

て運動出来る子から見放されたことがある
から

・バスケで突き指したり、筋肉痛がひどかっ
たりして苦手意識が高まった

・動くのが嫌い
・昔から運動能力が低いから

表 4-3　運動が嫌いな理由（運動機会なし）

・小学校の授業で長距離を走るがいつも寒い
・球技が苦手
・小学生のときの持久走、辛すぎてストレス

だった
・うまくできなかったりするから
・成長していると感じないから
・出来ない運動もあるから（バスケ）
・運動が苦手だから
・喘息があると知った時から
・走るのが遅いから
・中学生から、体育がおもしろくなかった
・疲れることが好きではなく、小中高の体育

の時間もあまり好きではなかった
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　幼児期の外遊びの経験と、その後の小学校

から高等学校までの運動経験との関係につい

てまとめた結果が図 6-2 である。外でよく

遊んだ子が体育の授業以外の部活動等の運動

経験につながっていたのは 55％で、あまり遊

ばなかった子の 39％と 16 ポイントの差があ

り、外でよく遊ぶ子の方がその後の運動経験

につながりやすいことが分かった。

5）好きと嫌いを分ける運動体験

　遊びを含む過去の運動経験から楽しかった

ことを自由記述で聞いた 99 人からの回答を、

楽しかった体験を 5 つに分け整理し表 5 にま

とめた。また、嫌だったことを聞いた自由記

述の 96 人からの回答についても、嫌だった

体験を 6 つに分け整理し表 6 にまとめた。

図 6-1　幼児期の外遊び

図 6-2　外遊びの経験と運動経験の関係

　運動経験と運動が好きか嫌いかについてま

とめた結果は図 5 のとおりで、運動経験者の

48％が運動を好きなのに対し、運動未経験者

は16％と32ポイントの差があった。一方、「運

動は嫌いである」と回答した運動経験者が 6％

であるのに対し、運動未経験者 26％であった。

運動経験者が運動好きになるのは、運動未経

験者の 3 倍、運動未経験者が運動嫌いになる

のは、運動経験者の約 4.3 倍になるという結

果となった。

4）幼児期の運動の状況

　幼児期の外遊びの状況を聞いたところ図

6-1 のとおりで、全体では「よく遊ぶ」が

66％、「あまり遊ばない」が 21％であった。

大学生になってからの運動機会の群において

比較しても概ね差はない結果となった。この

結果から、幼児期に外でよく遊んだか、遊ん

でないかは、学生になってからの運動習慣や

運動機会にあまり影響しないことが分かった。

図 5　経験者と未経験者の意識

表 5　運動経験で楽しかったこと

＜あそび・ゲーム＞（42人）
・鬼ごっこ　・ドッジボール　・なわとび
・だるまさんが転んだ　・けんけんぱ
・田んぼの田　・遊具遊び　・一輪車
・自転車　・アスレチック　・雪合戦
・小学低学年の頃父が家の中にダンボールと

かで跳び箱作ってくれてそれをやったこと
　など

＜行事や授業＞（7人）
・球技大会、運動会
・大学のスポーツの授業
・小学生の頃の体育の授業
・部活　など

＜スポーツ種目＞（32人）
・バドミントン　・テニス　・バレーボール
・ソフトボール　・野球　・ホッケー
・走る系　・キンボール　・ボッチャ
・卓球　・器械体操　・新体操　など

＜人とのかかわり＞（11人）
・チームプレーで喜びを共感したとき
・バレーなど限られた回数のなかでチームと
協力する運動
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6）運動体験から得た運動効果の意識

　運動が健康に及ぼす良い影響を自由記述で

聞いたところ、107 人から回答があり結果を

表 7 にまとめた。

表 7　運動が及ぼす良い影響

＜身体機能の向上・維持＞（42人）
・体の未発達の所が発達していく
・筋肉がつく、抵抗力がつく
・適度に運動することで体力がつき、病気に

なりにくくなる
・強い身体を作る
・体が強くなることで免疫力が上がる
・筋肉が付き、基礎代謝がアップする
・体が衰えない
・すぐ呼吸が荒くならない
・体力維持
・体がスッキリする　など

＜健康的な生活・生活改善＞（30人）
・体が適度に疲れて睡眠がしっかり取れる
・肩こりや頭痛が減る
・便秘解消
・生活習慣病予防になる
・ダイエット効果がある
・体のリズムを整える
・長生きできそう
・心身共に健康で居られる
・寝つきが良くなる、お腹が空く
・メタボ解消

＜精神面の安定＞（21人）
・ポジティブになれる
・日常生活とかも楽しくなると思う
・リフレッシュできる
・自律神経が整う
・良い気分転換になってストレス発散
・気持ちが軽くなる
・元気になる
・気持ちが軽くなるように感じる　など

＜認知機能の活性＞（2人）
・長生きが出来、認知症予防になる。
・脳が活性化される

＜コミュニケーション力の向上＞（3人）
・自らを成長する良い機会、コミュニケー

ション能力を育む場
・団体競技は人との協同性を高める
・仲間で取り組むことが多いから友達関係が
良くなる。

＜その他＞（9人）　分からない　など

　運動が健康に及ぼす悪影響を自由記述で聞

いたところ、107 人から回答があり結果を表

8 にまとめた。

・サポートやみんなの応援をすることにも楽
しさ

・人と関わりながらスポーツすること
・知らない人とも仲よくなること
・みんなで楽しみながら運動したり試合した

りすること
・家族と外でバトミントンしたこと
・友だちとキャッキャすること

＜向上心・技術の高まり＞（7人）
・試合で勝つこと
・ひとつの目標に向かってみんなでがんばっ

たこと
・試合や練習で上手くいったとき
・サッカーでゴールを決められたこと
・球技大会で勝てたこと
・自分の特技がいかせたとき

表 6　運動経験で嫌だったこと

＜あそび・ゲーム＞（21人）
・かけっこ　・縄跳び　・ドッジボール
・ボール遊びが苦手だった　・負けること

＜行事や授業＞（8人）
・本気でやる種目
・マット運動や跳び箱などが苦手で、それら

の授業形式が自分ができるまでその班は座
れないという、プレッシャーが強くかかる
という思いをしたのが嫌だった

・仲間意識を高めるより勝ちに進む、勝つた
めなら。という指導員がいたこと

・繊細なスポーツが苦手なので授業でやると
なったとき不安だった

・集団行動　・団体競技　・リレー
・マラソン大会で最下位のメンバーの常連

だった事　　など

＜運動・スポーツ種目＞（43人）
・鉄棒　・マット運動　・器械体操　・水泳
・跳び箱　・走ること　・持久走、マラソン
・球技系の種目　・ソフトボール
・バスケットボール　・バレーボール　など

＜人とのかかわり＞（7人）
・試合など勝負ことで仲の良い友達に自分が
勝ち、友達は悔しがっていてそのあと話す
時に気まずかったこと

・出来ないことに対し文句を言われたこと
・長距離走で自分が遅いのを皆に見られてい

るのが嫌だった　　など

＜不器用・劣等感＞（6人）
・上手くできないとき
・できない自分を見られること
・自分の運動神経のなさが目立ったこと
・タイムを図って走ること
・ボールの競技でチーム戦だと自分が足を
引っ張って相手チームに点を取られた時の
空気感が嫌で、たとえフォローされても責
任を感じるから

・ついていけない時が嫌だった　　など

＜身体的苦痛＞（11人）
・怪我をしたとき
・大縄で縄が頭にぶつかるのが怖かった
・真冬に授業で持久走をさせられたこと
・持久走等の辛いこと
・疲れる運動　など

14 大垣女子短期大学紀要 №62.　2021



　高等学校までの運動体験等から得た健康に

関する意識と運動機会の関連として、運動機

会の分類ごとで比較したところ、運動による

正の効果での比較は図 7 のとおりであった。

　「運動習慣あり」の群では、「健康的な生活」

に意識のある学生が 55％で半数以上と高く、

「運動機会あり」の 19％と「運動機会なし」

の 22％の、どちらと比べても 30 ポイント以

上の差があった。

「運動機会あり」の群では、「身体機能の向上・

維持」に意識がある学生が 51％と概ね半数

表 8　運動が及ぼす悪影響

＜負傷リスク＞（35人）
・怪我をする
・疲労骨折、骨折
・ルールを守らないと怪我に繋がってしまう

こと
・運動のやり方を間違えると怪我をする
・怪我が悪化する恐れがある。

＜疲労・不快感＞（20人）
・筋肉痛になる
・疲れる
・体が痛くなる
・辛い、しんどくなる
・筋肉が衰えてしまう
・汗をかく
・寒さや暑さなど体温調節

＜体調の変化＞（15人）
・体調不良になる
・生活習慣の乱れ
・体力が落ちて、免疫が低下する
・体調をすぐ崩しそう
・太る、肥満
・激しい運動で生理が止まる人もいる
・病気になる
・ちゃんと運動の後に水分とか取らないと脱
水になったりする　　など

＜精神面の低下＞（6人）
・疲れて何もかもやる気がなくなる
・ストレス溜まり、ネガティブになる
・嫌いなスポーツだとマイナスな気持ちになる
・やる気の低下
・集団スポーツだとチームメイトといい関係

が築けていないとストレスになると思う
・運動の種類によってストレスを感じる

＜過度な運動＞（10人）
・無理しすぎやすい
・やりすぎると体を痛めてしまう
・運動のし過ぎで体調を崩す　など

＜特にない＞（12人）

＜その他＞（9人）　　分からない　など

を占め、「運動習慣あり」の群 23％と 28 ポ

イント、「運動機会なし」の群の 39％と 12

ポイントの差があった。

　一方、運動による負の効果の意識の比較は

図 8 のとおりであった。

　「運動機会あり」の群では、「負傷リスク」

の意識の高い学生が 48％と約半数を占め、

「運動習慣あり」の群の 27％と 21 ポイント、

「運動機会なし」の群の 26％と 22 ポイント

の差がみられた。

　「運動習慣あり」の群では、「体調の変化」

の意識が 23％であり、「運動機会あり」の群

の 3％と 20 ポイントの差があった。

　また、運動によって「精神面の低下」とな

るのは、「運動習慣あり」の群では 0％であった。

図 7　運動による正の効果の意識（群別）

図 8　運動による負の効果の意識（群別）
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4．考察

1）運動への意識と運動機会との関連

　調査の対象とした本学の運動系科目を受講

する女子大学生において、図 3-1 に示した「運

動が好き」とした学生全体の 29％に対し、「運

動習慣あり」の群では 52％、「運動機会なし」

の群では 22％という結果から、運動が好き

であることが運動習慣につながる傾向にある

といえる。また、図 3-2 に示した「運動が好

き」の群の 39％、「運動が嫌い」の群の 65％は、

大学入学後に運動機会がなく、「運動が嫌い」

の群が運動機会につながりにくい傾向が認め

られたが、運動が好きとした学生の約 4 割が

運動機会にふれていないことも分かった。こ

の点に関しては、中学校や高等学校では各学

校に複数の運動系の部活動が設置され運動に

取り組みやすい環境にあるが、本学進学後は

同等の環境はなくなるなど、生活環境の変化

が影響していると考えられる。今後は、生活

環境と運動機会の関連を視点に研究を進めた

い。

2）遊びやスポーツ等が与える運動への意識

　「運動が好き」と「運動が嫌い」の理由を表 3、

表 4 に挙げたが、運動機会の有無による大

きな違いはなかった。運動が好きになる理由

については、得意であること、技能が高いこ

とだけではなく、スポーツにふれた楽しさに

よるところが大きい。嫌いな理由については

うまくできないことやつらい体験がきっかけ

になっている。運動が好きか嫌いかの意識は、

「運動によって好き嫌いがある」とした学生

が 50％（図 3-1）と半数を占めたことから、

運動が上手くできるかできないか、運動が心

地よいか辛いかだけでなく、集団の活動での

様々な体験の影響により、好きな面があった

り嫌いな面があったりしていると考えられる。

運動が好きという意識を高める体育指導には、

活動そのものが楽しく感じられる創意工夫が

必要である。　

3）運動が嫌いになる理由について

　表 6 を整理すると、個人の運動技能の高

まりが求められる活動が運動の負の経験にな

る傾向にある。「走る」「跳ぶ」「投げる」と

いう 3 つの動きに男女によって差があること

がすでに分かっており、女児は複合的な動

きを苦手とするため、これらの動作を必要と

するかけっこ、縄跳び、ドッジボール、跳び

箱、持久走、ソフトボールなどが苦手な運動

となっている。よって、幼少期にこの「走る」

「跳ぶ」「投げる」の動きが熟達されることが、

苦手な運動やスポーツ種目を作らないことに

つながると考える。

　また、運動が嫌いになる理由として、身体

的苦痛が挙げられている。スポーツ全般にお

いて身体機能向上の過程段階に身体的苦痛は

伴う。しかし、集団スポーツでは仲間と励ま

し合ったり、感情を共感したり、競技では記

録が向上することによりその苦痛が軽減され

る。ゲームそのものを楽しむことで活動中に

苦痛を感じないこともある。しかし、個人競

技は、自己の精神と向き合うことが多い。特

に、水泳や持久走は、泳ぎや走りが苦手であ

ればその運動自体に楽しみを感じにくいうえ、

心肺機能や筋力の持久性も求められ苦しさが

強調される運動である。運動嫌いを育てない

観点からすれば楽しい運動経験が運動を好き

なる意識につながるため、個人競技において

は、運動によって自らが成長を感じられたり、

楽しみを感じられたりする動機づけが指導者

に求められる。

4）運動経験と運動機会の関係

　運動経験者と運動未経験者の運動機会につ

いて比較したところ（図 4-2）、大学進学後

に運動習慣や運動機会がある学生は、運動経

験者が合わせて 66％、運動未経験者が 25％

と大きな差がみられた。高等学校までの体育

以外での運動経験が将来の運動機会につなが

りやすいことが明らかになった。幼少期から

の育ちの中で、ほぼ全員が経験した体育の授

業だけでは、将来の運動習慣や運動機会につ
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ながるのは 4 人に 1 人程度である。学校体育

において、将来の主体的な運動活動につなげ

る目的は十分に達成できていない。運動経験

者の 3 人に 2 人が将来の主体的運動に取り

組んでいることを考えると、スポーツ教室や

部活動の役割は極めて大きい。調査した本学

の学生の運動経験者は約半数であったが、こ

の割合を増やすことが学校体育の役割である。

様々な遊びやゲーム、スポーツをとおして、

運動をめいっぱい楽しむ活動を提供し、子ど

もたちの「もっと遊びたい」「もっと運動し

たい」という内発的動機付けを引き出すこと

が、今の体育指導に求められている。その上

で家族と一緒に体を動かしたり、主体的に部

活動やスポーツ教室に参加したりできる子を

育てる必要がある。教員の働き方改革により、

部活動が縮小している昨今、地域の社会体育

の広がりは急務であろう。

5）幼児期の外遊びと成人での運動機会

　幼児期に外でよく遊んだ学生の割合は、全

体の 66％（図 6-1）で、運動機会の分類の

各群と差はほとんどなく、幼児期の外遊びと

現在の学生の運動機会との相関関係はあまり

ないことが分かった。

　杉原ら 4）は「走る」「跳ぶ」「投げる」運動

動作の基礎が 5 才までに概ね発達すると述べ

ている。本調査では、幼児期に外遊びをあま

りしなかった学生が 2 割程度存在した。幼児

期に体を使った遊びに取り組めていない幼児

は、幼児期に発達する身体機能や運動機能が

十分ではないため、小学校以降の運動体験が、

うまくできない、苦手、苦しい、楽しくない

などの負の経験になりやすく、運動が嫌いと

いう意識が芽生えると推察できる。幼児期に

体を使って楽しくめいっぱい遊んで、身体感

覚や運動機能、心肺機能を高めておくことが

重要だといえる。

6）運動の影響の理解と運動機会の関連

　運動機会の群に関係なく、幼少期からの

育ちの中での運動経験から運動が嫌いであっ

ても「運動習慣あり」の学生が 1 割いる ( 図
3-1) ことに注目したい。この点は、運動効

果の意識の調査における「運動が及ぼす良い

影響と悪影響」の結果から考えることができ

る。表 7、表 8 のように回答の記載内容を分

類し、運動機会の群と比較した結果から、運

動習慣につながりやすいのは、運動が及ぼす

良い影響において「健康的な生活・生活改

善」の意識が高い学生であった。「運動が嫌い」

の 1 割の学生が運動習慣につながるのはこの

意識が高かったからだと説明できる。体育指

導では、健康の要素である適度な運動量を設

定し、健康的な体づくりの意識化を図る必要

がある。

5．まとめ

　本研究では、幼児期に外でよく遊んだ経験

と大学進学後の運動機会との直接的な関連は

認められなかったが、幼少期からの運動経験

による運動が好きか嫌いかの意識が、大学進

学後の運動機会に影響を与えることを明らか

にした。また、体育の授業以外の運動経験が

将来の運動機会につながりやすいこと、健康

意識が高いことが、成人後の主体的な運動習

慣につながりやすい傾向があることも分かっ

た。

　運動やスポーツに楽しく取り組んだ体験に

よって内発的動機付けされることが運動を好

きになる大きな要素となる。運動が嫌いとな

る主な要素には、「運動の苦手さ」と「身体

的苦痛」が挙げられる。女児においては、将

来苦手になるであろう「走る」「跳ぶ」「投げる」

という運動動作や、持久力の基礎となる心肺

機能を高めのるための体育指導が必要である。

幼児期の体を使った遊びにはこれらの機能を

高めるための重要な役割があり、その習得を

軸に楽しくめいっぱい遊ぶ子を育てたい。

　以上のことから、園では「走る」「跳ぶ」「投

げる」動作を高める遊びに十分触れ、学校で

の体育指導では、運動が楽しい、もっとやり
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たい思える活動を設定し、主体的に運動に取

り組める動機づけを図り、授業以外での運動

の機会につなげることを大切にする。その上

で家族に、園や学校以外の場で運動に参加す

る大切さを啓発する必要がある。さらに、健

全な健康に必要な知識の理解と健康的な生活

が実感できる経験を目指す必要がある。
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はじめに

1）背景

　2020 年世界は、新型コロナウィルス

(COVID-19) のパンデミックにより未曾有の被

害をもたらされている。厚生労働省の発表 1）

によると、12 月末の時点での世界での感染

者は 8 千万人を超え、死者は 170 万人になる。

感染者数は、全世界人口の 1％にあたる。

　国内では、同年 3 月後半から流行の第 1 波

の予兆が見られ、政府は 4 月 7 日に 7 都府

県を対象に緊急事態宣言を発出し、4 月 16

日には全都道府県に対象を広げ、5 月 25 日

に解除されるまで約 7 週間にわたって自粛生

活を送ることとなった。今まで当たり前だっ

た生活が制限され、働き方や学び方が大きく

見直されるきっかけとなった。同年 7 月後

半に第 2 波、11 月後半からは第 3 波が発生

し、その都度感染者数のピークは増加してお

り、ワクチンの開発により今後の流行の終息

が期待されるが、発生から 10 カ月が経過し

た今でも危機的状況は脱していない。

　COVID-19 により行動に制約を受けた生活

はこの 10 カ月でどのような変化を与えたの

か、また、健康面にどのような影響を与えて

いるのかを把握し、COVID-19 による感染の

影響をできるだけ避け、健康的な生活を送る

ための工夫と備えが求められている。

2）全国の大学等の授業の実施状況

　文部科学省が 2020 年 6 月 1 日時点での全

国の短期大学を含む国立大学、公立大学、私

立大学、高等専門学校の計 1069 校の授業の

実施状況を調査した結果 2）によると、99.7％
の大学等で授業を実施している。しかし、授

業の実施方法は、対面授業（面接授業）で

の実施が 9.7％、対面授業と遠隔授業の併

用での実施が 30.2％、遠隔授業での実施が

60.1％であり、7 割以上の大学が以降の対面

授業の全面再開に慎重な状況にあった。

　同年 9 月 15 日に同省が発表した全国の大

学等の計 1060 校の後期等の授業の実施方針

等に関する調査結果 3）によると、対面での授

業を実施した大学は 6 月調査から 9.6％増え

た 19.3％、対面授業と遠隔授業を併用する

大学は 49.9％増え 80.1％となった。しかし、

調査の全体数の約 4 割の学生がキャンパスに

通える週の日数が 1 日以下であった。

3）本学の状況

　本学では、COVID-19 の流行を受け、感

染防止対策として、2020 年度 4 月の第 1 週

は、健康診断以外の入学式、オリエンテーショ

ン等はすべて中止とした。第 2 週から授業を
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開始する予定であったが、全国的な感染拡大

や政府や県からの緊急事態宣言の発出を受け、

5 月の第 2 週まで完全休校となった。5 月第

3 週から授業を開始し、3 週にわたり遠隔に

よる授業を実施した。6 月第 1 週からは、本

学の学生数が 500 人程度と小規模の大学であ

り密集が避けられること、教室等の消毒や換

気を徹底すること、授業内での接触を極力避

ける学修活動とすること、学修活動以外の活

動を自粛すること、学生の健康管理と感染予

防対策を徹底すること等の条件や対策を講じ

完全対面授業を開始した。学年暦や大学行事

を大きく変更することとなったが、後期 12

月末の第 13 週まで終え、学生、職員の感染

者は 1 人も発生しなかった。

1. 問題と目的

1）問題

　筆者は、本学全学科の運動系科目を担当し

ている。科目によって学修の目標や内容は異

なるが、学生が心身の健康な生活づくりとし

て、日常生活の中で主体的に運動に取り組む

態度を育成することは共通している。1 年次

生 66 名が受講した教養科目「スポーツ演習

Ⅰ」では、前期の第 1 ～ 3 週までの遠隔授業

の際に、感染症対策の注意喚起と日常的にで

きる運動課題を提示した。「新型コロナウィ

ルスの特徴や感染対策の注意喚起」の課題学

修後のアンケートで、感染対策への意識につ

いて「とても高まった」「高まった」「高まら

なかった」の 3 択で自己評価を求めたところ、

「とても高まった」とした学生が 58％、「高まっ

た」とした学生が 42％で合わせると 100％

であった。「ストレッチをする課題」におい

て、課題を実施した感想を記述で求めたとこ

ろ、「毎日同じことを繰り返す生活なので体

が硬く、鈍くなっていた。すぐ足がつる。」「体

がガチガチで肩こりが酷く腰と首が痛い」な

ど、全体の 9 割が運動不足により以前より身

体の状態が悪くなっているとした。

　コロナ禍での自粛生活では、感染症予防の

意識が高まり感染を防ぐこととなっているが、

健康面への負の影響が問題となる。

2）目的

　COVID-19 のパンデミックにより全世

界において人々は行動の制限を受け生活様

式は一変した。今後、幅広い分野において

COVID-19 が与えた人々への影響について研

究が進められることが推察できる。本研究で

は、全国的には少数である全面的に対面授業

を実施した本学に通う学生を対象に、コロナ

禍での日常生活の変容と運動面や健康面への

影響を調査し、筆者が担当する科目での授業

環境と内容の課題、及び、学生支援上の配慮

点を考察する。

2. 方法

1）対象

　本学の後期の運動系科目「スポーツ演習Ⅱ」

「スポーツ・レクリエーションⅡ」「幼児と健

康」「幼児の運動と遊びⅡ」及び前期科目の「障

害者スポーツ演習」を受講する学生 144 人を

対象とした。

2）調査期間

　令和 2 年 12 月 21 日～ 12 月 28 日

3）調査方法・内容

　各科目の授業内で学生に研究趣旨を説明し、

Google フォームを活用し、自己記入方式に

よって行った。調査の内容は、表 1 のとおり

18 項目の質問を行った。

4）考察の視点

①新しい生活様式の理解について

　【質問 1】～【質問 3】において、国が示す

「新しい生活様式」の実践例 4）を参考に、学
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生のその理解と実施の状況、及び学生が対面

授業の実施で不安に感じていることを調査す

る。学生の理解度と行動の関連を、具体的な

行動様式の実施状況から分析し、学生の意見

を参考に実技（演習）系の授業や学生支援で

の感染予防対策について考察する。

②生活様式の変容について

　学生が不要不急の外出を自粛したことによ

り、日常生活にどのような影響があったかを

【質問 4】にて調査する。さらに、【質問 5】～【質

問 11】において外出機会と人とのかかわり、

家事機会、趣味の時間の変容を具体的に聞き

取り、その結果を対象者の学年や項目を分類

ごとにまとめて分析し、学生支援及び授業内

で取り扱う内容について考察する。

③運動面について

　行動制限による学生の運動量の変容につい

【質問 1】新型コロナウィルスの感染対策として、日本国政府が示す「新しい生活様式」につい

て理解していますか。（選択回答）

・十分理解している

・おおむね理解している

・あまり理解していない

・理解していない

【質問 2】あなたが確実に守っている感染予防対策をすべて選んでください。（複数回答）

・外出時のマスクの着用

・こまめな手洗い

・こまめな消毒

・人が密集する場所へは行かない

・人と接するときのソーシャルディスタンス

・滞在する部屋の喚起

・小声での会話

・不要不急の外出の自粛

【質問 3】新型コロナウィルスの影響を受け、対面授業での大学生活に不安に思うこと、よりよ

くするため提案がありましたら記入してください。（自由記述）

【質問 4 － 1】2020 年 3 月から、新型コロナウィルス感染症が広がり、私たちの生活は一変しま

した。感染症の流行前と比較し、みなさんの生活習慣に変化が生じたと感じますか。（選択回答）

・とても感じる

・少し感じる

・あまり感じない

・全く感じない

【質問 4 － 2】どのような点に変化を感じましたか。（複数回答）

・日常生活での過ごし方

て、【質問 12】～【質問 17】によって調査する。

学生が感じている身体（運動面）の状況と主

体的な運動への取り組みについて、感染拡大

前、自粛期間中、対面授業再開後の結果、新

入生と在校生の結果等の比較によって分析し、

運動系科目が学生の運動量の確保等にどのよ

うな役割が求められているかを考察する。

④健康面について

　生活の変容による食事や睡眠、ストレス等

への影響について、【質問 18】にて学生の実

際の状況の結果を、平常時のストレス状況と

の比較によって分析し、健康的な生活を送る

ための指導の重点、学生支援の配慮点を考察

する。

　

5）回答率

　研究利用への同意のあった 144 人中 107

人の提出があり、回答率は 74.3％であった。

表 1　調査における質問項目

4123456789
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・家族や友達とのかかわり

・1 日の運動量

・趣味の時間

・健康に関する意識

・その他

【質問 5】外出する機会についてお聞きします。（選択回答）

・外出する機会が増えた

・外出する機会が減った

・変わらない

【質問 6】家で過ごす時間の変化についてお聞きします。（選択回答）

・とても増えた

・やや増えた

・あまり変わらない

・やや減った

・とても減った

【質問 7】家で家事をする機会についてお聞きします。（選択回答）

・家事をすることがとても増えた

・家事をすることがやや増えた　

・あまり変わらないが家事はする方だ

・あまり変わらずしない方だ

・その他

【質問 8】家族と過ごす機会についてお聞きします。（選択回答）

・家族とのコミュニケーションがとても増えた

・家族とのコミュニケーションがやや増えた

・あまり変わらない

・家族とのコミュニケーションがやや減った

・家族とのコミュニケーションがとても減った

【質問 9】友だちと過ごす機会についてお聞きします。（選択回答）

・友だちとのコミュニケーションがとても増えた

・友だちとのコミュニケーションがやや増えた

・あまり変わらない

・友だちとのコミュニケーションがやや減った

・友だちとのコミュニケーションがとても減った

【質問 10】趣味をする機会についてのコロナの影響をお聞きします。（選択回答）

・趣味ができていない

・趣味をする機会が減っている

・趣味をする時間がやや増えた　

・趣味をする時間がとても増えた

・趣味をする時間に変わりはない

・もともと趣味をする時間がなかった

・その他

【質問 11】あなたの趣味を記入してください。（自由記述）

【質問 12】4 ～ 5 月の外出自粛期間中の 1 日の運動量についてお聞きします。（選択回答）

・運動量が減り、体力の衰えを強く感じた

・運動量が減り、体力の衰えをやや感じた

・運動量を増やし、体力の向上に努めた

・その他

【質問 13】昨年度と現在の運動量の変化についてお聞きします。（選択回答）

・変わらない

・コロナの影響で減った

・コロナの影響は関係なく減った

・コロナの影響で増えた

・コロナの影響に関係なく増えた

・その他
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【質問 14】最近 1 カ月の運動する機会（1 日 30 分以上）の頻度をお聞きします。（選択回答）

・毎日

・週 5 日

・週 2 ～ 3 日

・週 1 日

・月 2 日

・月 1 日

・ほとんどなし

【質問 15】4 ～ 5 月の自宅待機中の運動する機会（1 日 30 分以上）の頻度をお聞きします。（選

択回答）

・毎日

・週 5 日

・週 2 ～ 3 日

・週 1 日

・月 2 日

・月 1 日

・ほとんどなし

【質問 16】対面授業期間の日常生活での運動量についてお聞きします。（選択回答）

・十分な運動量がある

・運動不足を感じない程度の運動量がある

・日常生活だけではやや運動不足である

・日常生活だけでは全く運動量が足りない

・その他

【質問 17】運動不足解消のために心掛けていることを記入してください。（自由記述）

【質問 18】コロナの影響による健康面への変化であてはまる項目を選んでください。（複数回答）

・食欲過多である

・食欲減退である

・睡眠過多である

・睡眠減退である

・不安な気持ちになることがよくある

・時々不安な気持ちになる

・ストレスが溜まっている

・やる気が出ない

・その他

3．結果と考察

回答者の内訳

① 学年

　・1 年次生　68 人 (64％ )
　・2 年次生　30 人 (28％ )
　・3 年次生 　9 人 (8％ )
② 居住環境

　・自宅（家族と同居）　90 人（84％）

　・下宿（一人暮らし）　17 人（16％）

1）新しい生活様式の理解について

　【質問 1】では、学生の「新しい生活様式」

の実践例の学生の理解度を調査した。結果は

図 1 のとおりで、「十分理解している」と「お

おむね理解している」を合わせると 80％で

あった。「あまり理解していない」と「理解

していない」を合わせると 20％であった。現

時点で他に調査結果が発表されていないため

比較は難しいが、感染が蔓延する中、大学側

が常々感染予防対策の徹底を呼びかけ、授業

内でも教員が周知を図ってきた現状において

も、2 割の学生は十分に理解できていないこ

とが分かった。
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　【質問 2】では、新しい生活様式の実践例

を参考に、8 つの具体的な行動が徹底できて

いるかについて聞いた。結果は図 2-1 のとお

りであった。感染症対策行動の徹底の呼び掛

けによって、マスクの着用はおおむね定着で

きているものの、こまめな手洗いや消毒では

約 2 割、密集を避けるや不要不急の外出を避

けるでは約 5 割、換気や密接を避けるは約 8

割、小声での会話に至っては 9 割以上が徹底

できていない。調査した時期は、身近に感染

者がいないことで危機感が薄れていたことや、

冬場の寒さなどの環境、毎日の対面授業によ

る他者との関係性の影響が要因となっている

と考えられる。

　学生 1 人が選択肢に挙げた 8 つの感染対

策の行動で徹底した項目数の内訳を図 2-2 に

示す。8 項目すべてを徹底したのは 2％、以

下 7 項目が 5％、6 項目が 16％、5 項目が

18％、4 項目が 22％、3 項目が 20%、2 項

目が 10％、1 項目が 7％、0 項目は 0％であっ

た。また、3 密といわれる、「密集する場所へ

は行かない」「部屋の換気」「人と接するとき

の 1m 以上の距離」の 3 項目をすべて徹底で

きている学生は 9 名の 8％であった。8 割の

学生が新しい生活様式を理解しているが、行

動の徹底は不十分である結果となった。特に、

集団生活の中での他者との関係性が行動に影

響を与え、本人の意識だけでは望ましい行動

が徹底しにくい状況にあったと考えられる。

　【質問 3】で対面授業の実施において不安

に思うこと、対面授業での感染対策の提案を

自由記述で聞いたところ、22 人から表 2 の

とおりの回答があった。回答があったのは全

体の 1 ～ 2 割であったが、記述内容からは、

主に密集、密接、遠隔授業における学修に関

する不安が挙げられている。今後感染症蔓延

時には対面授業から遠隔授業への切り替えが

想定され、実技・演習系の科目での学修効果

を担保した遠隔授業の展開には高い教育技術

が求められるため、その ICT 環境の整備やオ

ンライン教材の準備が必要である。

図 1　新しい生活様式の理解度

図 2-1　感染対策行動の徹底

図 2-2　1 人の感染対策行動の項目数
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＜不安なこと（15人）＞
・スクールバスを含む通学（2）
・対面授業で密接なることでの感染（7）
・グループワークが十分にできないこと(1)
・昼食時にマスクを外し会話してしまっている

　状況（1）
・学内に陽性者がでたとき（1）
・遠隔授業時の自宅のネット環境（2）
・遠隔授業になった時の学修効果（1）

＜感染対策への提案（8人）＞
・遠隔授業と対面授業を併用し対面授業での

　授業時間数を減らす（6）
・時差登校（1）
・冬季の教室等の寒さ対策（1）

　COVID-19 に効果的なワクチンや特効薬

が開発され、感染症拡大が終息するまでは、

身近に感染症陽性者が発生する可能性があ

る。学生に対し、これまでに分かってきた感

染経路や感染リスク、濃厚接触者の定義、陽

性が判明した時や濃厚接触者になった時の対

応を具体的に伝える必要がある。そのうえで

学生の規範意識を高めることが、状況に応じ

た正しい行動の徹底につながると考える。ま

た、理解が高い中でも対策の徹底に至りにく

い大学キャンパス内や授業内での密接や換気

については、他者との関係性や環境要因の影

響を受けやすく本人の意識だけでは改善しに

くいため、大学側が例えば、定期的に換気し

て回る、食事スペースにアクリル板を設置す

るなど、対策を講じる必要がある。授業内で

は、教材や教具を共有する場合には消毒を徹

底するのはもちろんであるが、学生同士が密

接になる状況があるため、学生一人一人、あ

るいはグループごとに消毒スプレー等を用意

するなどして、こまめに手指等の消毒をする

習慣をつけることが必要である。

2）生活様式の変容について

　【質問 4-1】において日常生活全般を通して

コロナ感染症による生活の変化について聞い

た。結果は図3のとおりで「とても感じている」

と「少し感じる」を合わせた 96％の学生が

変化を感じている。

　【質問 4-2】において生活の中でどのような

点に変化を感じているかを聞いたところ、図

4 の結果であった。日常生活での過ごし方

が 84％、家族や友達との関わりが 62％、健

康に関する意識が 43％、趣味の時間が 34％、

1 日の運動量が 16％であった。

　COVID-19 の感染対策による行動制限は、

96％の学生が日常生活に変化を感じる大きな

影響を与えた。その変化の実情を【質問 5】

～【質問 11】で聞き取った結果から具体的

に分析する。

　【質問 5】で聞いた外出する機会の変化の

結果は、図 5 のとおりで「減った」が 80％、「変

わらない」が 18％、「増えた」が 2％であった。

図 2-1 では不要不急の外出を徹底した学生は

48％であることを示したが、平日は毎日大

学に登校する状況下において、外出の機会が

減っていると回答した学生が 8 割に至り、行

動制限による日常生活への大きな影響があっ

たと考えられる。

図 3　感染症流行前後の生活の変化

図 4　変化を感じた点

図 8　運動による負の効果の意識（群別）

表 2　対面授業の課題と対応策
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　【質問 6】で聞いた家族と過ごす機会（コミュ

ニケーション）の変化については図 6 のとお

りで、回答者の 58％に変化は認められなかっ

た。しかし、「とても増えた」と「やや増えた」

は合わせると 32％で、3 人に 1 人が家族と過

ごす時間が増える結果となった。

　コロナ禍により学生も家族も外出機会が

減ったことで共に自宅で過ごす時間が増え、

その結果、3 割以上の学生において家族との

コミュニケーションが増えており、これは学

生のコロナ禍の不安や精神面の支えになって

いると推察できる。「とても減った」とした

3％は、すべて下宿（一人暮らし）する学生

であった。実家が県外の学生は、休日等の帰

省を控えたことが要因と考えられる。下宿を

している学生は、家族の支えを受けにくい状

況にあるため、特に自宅待機による自粛生活

期間が長引く場合は、大学側から定期的な面

談や、人数制限をしての面接授業の受講を優

先的に認めるなど、大学への登校機会を設け

るなどの配慮が必要になると考える。

　【質問 7】の家で家事をする機会について

は図 7-1 のとおり、「とても増えた」が 10％、

「やや増えた」が 20％、「変わらないがする方

だ」が 39％、「変わらずしない方」が 31％で

あった。この結果から、家事機会のある学生

が 69％ととらえることができる。

　藤田５）によると女子大生に調査した家族

と過ごした高校時代での家事機会がある学生

は 48.8％である。家族と過ごす学生 90 人の

家事機会の結果を図 7-2 に示す。「変わらな

いがする方だ」が 38％、「とても増えた」が

5％、「やや増えた」が 21％で家事機会が増

えた学生は 26％であった。「変わらずしない

方」の 36％を除く 64％に家事機会がある結

果となった。これは、藤田が示した 48.8％を

約 15％上回った。コロナ禍により家庭で過

ごす時間が増えたことが、家事機会が増えた

26％の学生に影響したと考えられる。下宿生

を含む家事に向き合う学生の割合は約 7 割で

あり、運動系の科目においても、この機会に

健康的な生活づくりのための日常生活の見直

しや、健康の要素の一つである食事（栄養）

を題材とした学修内容を取り扱うことも検討

していく。

図 5　外出する機会

図 6　家族と過ごす機会

図 7-1　家事機会（全体）
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　【質問 9】の友だちと過ごす時間（コミュニ

ケーション）についての結果は図 8-1 のとお

り、「あまり変わらない」が 50％を占め、「と

ても増えた」と「やや増えた」が 14％、「や

や減った」と「とても減った」が 36％であっ

た。行動制限による減少を予測していたが、

減ったのは 3 人に 1 人程度であった。8 割の

学生の外出機会が減っている状況下で、「と

ても減った」のは 6％と 1 割に満たず、対面

授業下では、行動制限があっても友だちとの

コミュニケーションに大きな影響があまり見

られないことが明らかになった。

　報道等では、遠隔授業が続く大学の新入生

が孤立化する問題が取り出されている。本学

での状況を把握するため、新入生と在学生を

比較した。新入生の結果は図 8-2、在学生の

　図 2-1 では、感染対策の「人と接するとき

の距離」について、75％の学生が徹底できて

いないことを示した。仲の良い友だちと直接

関わる場合に十分な感染対策が取られていな

いことが示唆できる。集団活動や集団生活の

中では、特に友だちとの関係性により、本人

の意識だけでは望ましい行動が徹底しにくい

状況になりやすいため、感染症が爆発的に蔓

延する状況下においては、速やかな遠隔授業

へ切り替える等の対応が求められる。

結果は図 8-3 のとおりで大きな差がなかった。

6 月の早い時期から対面授業を実施したこと

によって、新たな人間関係の構築に大きな影

響はなかったと考えられる。しかし、入学当

初から遠隔授業が長く続く場合には、支え合

える友だち関係の構築が難しいため、新入生

に対しては、早い段階から学生同士の仲間づ

くりの機会を設ける対応が必要であり、例え

ば学生支援の立場から通信機器を活用した仲

間づくり活動等の展開が考えられる。

図 7-2　家事機会（家族と同居）

図 8-1　友だちと過ごす時間（全体）

図 8-2　友だちと過ごす時間 (新入生 )

図 8-3　友だちと過ごす時間 (2・3 年次生 )
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　【質問 10】の趣味の時間の変化についての

結果は、図 9-1 のとおりで、「できなくなった」

が 6％、「減った」が 19％、「やや増えた」が

18％、「とても増えた」が 5％、「変わらない」

が 44％、「もともと時間がなかった」が 6％

であった。

　【質問 11】のどのような趣味があるのか

を自由記述にて聞いた結果 70 人から回答が

あった。回答のあった趣味の内容から、趣味

をするにあたり厚生労働省が感染リスクを指

摘する密集、密接、密閉等の可能性の高い趣

味を「感染リスクを伴う趣味」、「感染リスク

を伴わない趣味」とし表 4 のように分けた。

　感染リスクを伴う趣味のある学生の趣味の

時間の変化については、図 9-3のとおりで、「趣

味ができなくなった」と「減った」を合わせ

て 82％と 8 割以上の学生が趣味に十分に時

間が取れていない結果となった。行動制限に

よって感染リスクを伴う趣味のある学生には、

趣味の時間に大きな影響があった。

　感染リスクを伴わない趣味のある学生の趣

味の時間の変化については図 9-4 のとおりで、

「変わらない」が 55％と半数以上を占め、「や

や増えた」と、「とても増えた」を合わせる

と 35％であった。3 人に 1 人に趣味の時間が

増えるという影響があった。自宅で過ごす時

間が増えたことで趣味に取り組む機会が増え

たと考えられる。

　感染リスクを伴う趣味のある学生と伴わな

い趣味のある学生の割合は、図 9-2 のとおり

で、「感染リスクを伴う趣味のある学生」が

24％、「感染リスクを伴わない趣味のある学

生」は 76％であった。

＜感染リスクを伴う趣味＞
・アーティストのライブ、コンサート

・旅行、お出かけ、買い物
・ジムでのトレーニング

・バンド活動、歌を歌うこと ( カラオケ )　等

＜感染リスクを伴わない趣味＞
・YouTube、ＴＶゲーム

・映画、ＴＶ、ビデオ、音楽の鑑賞
・ピアノ等の楽器演奏
・読書
・漫画、絵を描く、小説を書く

・料理、手芸、書道
・一人でする軽い運動　等

表 4　趣味の分類

図 9-1　趣味の時間の変化

図 9-2　趣味の分類

図 9-3　趣味の時間の変化（リスクあり）
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　これらの結果から、感染リスクの低い趣味

のある学生の半数以上に趣味の時間に変化は

ないが、自宅等において一人で楽しむ趣味の

時間は 3 人に 1 人が増えており、趣味が充実

している学生もいる。一方、外出を伴う感染

リスクの高い「旅行に行く」「買い物に行く」

「ライブに行く」などの趣味のある学生はそ

の行動が大きく制限され、8 割以上の学生が

楽しみとなる活動に制約を受ける影響があっ

た。大学では学祭の中止やサークル活動が自

粛または縮小化される中で、学生にとって楽

しみとなる活動が減っている状況がある。図

8-1 で示した 36％の学生が友だちとのコミュ

ニケーションが減っている結果と関連し、人

との接触の制限が、新たな楽しみや仲間関係

の広がりを少なからず妨げている。そのため

の対策として、学生の自治活動やサークル活

動がオンラインによって実施できる学生支援

上の工夫や環境整備が考えられる。また、運

動系科目の授業においては、感染症対策を講

じながら仲間と楽しく活動や仲間づくりに取

り組むことを軸とした学修内容を設定するこ

とが求められていると考える。

3）運動面について

　【質問 12】では、4 ～ 5 月の自宅待機期間

中の運動量及び体力の変化について聞き、結

果は図 10 のとおりあった。運動量が減り体

力の衰えを感じた割合は「強く感じた」と「や

や感じた」を合わせ 91％であった。図 4 か

ら対面授業実施中の本調査時に運動量の変化

を感じていた学生は 16％であったことから、

約 2 カ月に及ぶ自宅待機は、約 9 割の学生に

運動量の減少による体力の衰えを感じさせる

大きな影響を与えていたと考えられる。

　【質問 13】では、昨年度と現在の運動量の

変化について聞いた。1 年次生と在学生を比

較した。結果は図 11 のとおりで、「変わらな

い」が全体では 46％、1 年次生では 38％、2・

3 年次生では 59％であった。「コロナの影響

で減った」が全体では 12％、1 年次生では

13％、2・3 年次生では 10％であった。「コ

ロナの影響に関係なく減った」が全体では

38％、1 年次生 46％、2・3 年次生では 26％

であった。「コロナの影響で運動量が増えた」

は、2・3 年次生に 5％みられ全体の 2％であっ

た。

図 9-4　趣味の時間の変化 (リスクなし )

図 10　自粛期間中の体力の状態
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　運動量が行動制限により減ったのは 1 割強

であり、38％が行動制限の影響を受けていな

いが運動量が減っていることが分かった。1

年次生では、約半数が感染症に関係なく運動

量が減ったと感じており、在学生の結果と 2

割近い差があった。これは高校生活から大学

生活になり日常的に運動量が減っていると考

えられる。在学生でも 2 割強の学生が感染症

に関係なく運動量が減っている結果となった。

　

 【質問 14】【質問 15】では、日常生活での運

動機会の変化について最近 1 カ月と自粛（自

宅待機）期間中において 1 日 30 分以上の運

動日数について聞いた。結果は図 12 のとお

りで、ともに 51％が「ほとんどしていない」

であった。「毎日」は最近 1 カ月が 8％、自

粛期間中 7％であった。「週 5 日」は 2％と 6％、

「週 2 ～ 3 日」は 8％と 14％、「週 1 日」は

21％と 13％であった。

　自粛（自宅待機）期間と最近 1 カ月の運動

量を比較すると、運動機会がある学生におい

て、自粛期間中は「週 1 日」の運動が 8％減っ

たのに対し、「週 5 日」の運動が 4％、「週 2

～ 3 日」の運動が 6％、合わせて 10％増えて

おり、この 10％の学生は運動する日数を増や

していることが分かる。つまり、その他の 9 割

の学生の運動機会は増えていない。山田６）らは、

女子大生の運動量は日常生活状況における生

活環境に関連すると示唆しているが、本学の

学生においては意図的な運動機会につながら

ない実態が明らかになった。

　

　【質問 16】での対面授業の期間中における

学生自身の運動量に対する意識についての結

果は図 13 のとおりで、「十分な運動量がある」

と感じているのは 7％、「運動不足を感じてい

ない」は 17％であった。「日常生活だけでは

やや運動不足である」は 49％で、「全く運動

量が足りていない」は 27％であった。

　【質問 17】での運動不足を解消するために

心掛けていることの自由記述では、時間を設

けて運動するが 24 人、日常生活の中で心掛

けているが 39 人から回答があった。「特に

図 11　運動量の変化

図 13　運動量の意識

図 12　運動機会
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何もしていない」や未回答は 44 人であった。

回答の主な内容は表 3 のとおりであった。

　健康のために学生が意図的に運動機会を

もてることを目的に運動系科目を実施してき

たが、図 12 から分かるように約 5 割の学生

は、授業以外での運動機会につながっていな

い。感染症対策による行動制限に関係なく授

業のあり方を見直す必要がある。感染症に負

けない丈夫な体づくりには、自己免疫力（体

力）を高めることが必要であり、そのための

学生の運動量の確保は必須である。今後、遠

隔授業等により登校する日数が制約されるよ

うになれば、学生の運動量を確保する対策が

必要になる。運動系科目においては、運動量

の確保と日常生活において運動量を確保する

ための方法を提示し、学生の運動への意識と

行動化の一致を目指す必要がある。

4）健康面について

　【質問 18】では健康面の状態について、食

に関する食欲の状態、休養に関しては睡眠の

状態、精神面では不安感の頻度及びストレス

の状態、活動意欲については気力 ( やる気 )
の状態を聞いた ( 複数回答 )。結果は図 14 の

とおりであった。食欲に関しては、「過多」

＜時間を設けた運動＞（24 人）
・ウォーキングをする

・ストレッチをする

・筋トレをする

・体操をする

・ジョギング

・テレビで見たトレーニングをする

・なわとびをする

・ランニングマシーンを購入した

・毎日トランポリンを 15 分する

・週 1 回のスポーツの授業を頑張る

＜日常生活で心掛けていること＞（39 人）
・出掛けるときになるべく歩くようにする

・階段を使うようにしている

・歩く姿勢に気を付けている

・歯磨きの時につま先立ちをする

・大股や速足であるく

・自転車や徒歩で通学する

・家事をする

表 3　運動不足の解消の取り組み

が 32％、「減退」が 5％で合わせて 37％が

異常を感じている。睡眠については、「過多」

が 12％、「減退」が 26％で合わせて 38％が

異常を感じている。不安感の状態では、「よ

く不安になる」が 19％、「時々不安になる」

が 21％で合わせると 40％が不安を感じて

いる。精神面では、34％がストレスを感じ、

22％がやる気が出ない状態であった。特に健

康上に問題を感じていない学生 5％であった。

　金子ら 7）による女子大学生の平常時の日常

におけるストレッサーの状況は、「食欲がな

い」学生が 11％、「よく寝られない」学生が

26％、「やる気が出ない」学生が 38％、「ス

トレスを感じる」学生が 74％いると指摘して

いる。今回の調査では、「食欲減退」が 5％、「睡

眠減退」が 26％、「やる気が出ない」が 22％、

「ストレスが溜まっている」が 34％とおおむ

ね同じか低い数値であったことから、本学

の学生は COVID-19 の感染症の流行下によ

る影響を大きくは受けていないと考えられる。

これは、私生活での外出に制限はあるものの、

家族や友だちとのコミュニケーションが支え

になっていることや通常どおり対面授業が実

施されていることで日常的な不安がないこと、

身近に感染症陽性者が発症していないことな

どが要因と考えられる。

　今後、感染爆発により自粛生活が求められ

図 14　健康面の状態
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たり、身近に陽性者が発症したりすることで

学生の不安が増し健康のバランスが崩れるこ

とが予想できる。この場合の学生へのメンタ

ルケアが重要となる。健康を扱う運動系科目

では、ストレスケア等学生が自己の精神面を

コントロールできることを目的とした内容を

取り扱うことも検討していく。また、緊急時

に備え学生支援としての相談体制を学生に周

知する必要がある。

4. まとめ

　本研究により、COVID-19 の感染症対策に

より行動制限を受けた本学学生の生活様式の

変容と健康への影響として明らかにしたこと

をまとめ、今後の学生支援や筆者が担当する

運動系科目の学修の目的や内容に反映するこ

ととする。

　本学の学生の「新しい生活様式」の理解度

は 8 割であり、周知徹底を行っても約 2 割の

学生は十分な理解に至らない。また、感染対

策の行動化は、個人の意識によって実施でき

るマスクの着用や手指の消毒等は、理解度に

応じ 8 割以上が徹底できているが、集団生活

の中での 3 密（密集、密閉、密接）は、理

解が高くても集団内の関係性等が影響し十分

な徹底が難しいことが分かった。感染症が身

近で爆発的に拡大する状況下では、速やかな

自宅待機による遠隔授業への移行の判断が求

められる。感染症の蔓延下で対面授業を実施

する場合には、学生に濃厚接触となる具体的

行動の理解を周知し、キャンパス内では、喫

茶スペースなど人が集まりやすい空間の感染

予防の環境設定を強化する必要がある。また、

演習・実技等の授業でグループワークを実施

する際には、密接を避ける内容を設定し、か

つ、こまめに手指消毒の機会を設けるなど徹

底できるルールを決めての授業展開が必要と

なる。

　感染症対策の行動制限により学生の 96％

が生活に変化があったと感じている。具体的

には、外出機会の減少を 8 割の学生が挙げて

いる。外出機会の減少は自宅で過ごす時間の

増加を意味し、約 3 割の学生において家族と

のコミュニケーションや家事機会、自宅でで

きる趣味機会が増える傾向が見られた。一方、

友だちと過ごす時間は学生の 36％、感染リ

スクのある趣味機会は学生の 82％に減る傾

向が見られた。学祭やサークル活動など、集

団での楽しめる行事や活動が自粛されるため、

友だち関係が広がりにくく、人間関係が固定

化され易い状況にある。運動系科目には、ス

ポーツやレクリエーションをとおして、仲間

関係の広がりがもてる機会を大切にし、授業

後には友だちや家族と一緒に楽しむことにつ

ながる活動を仕組むことが求められていると

考える。また、家事機会のある学生が増えた

この機に、食と運動を関連付けた健康指導に

取り組むことも検討していく。

　自粛（自宅待機）期間中に運動量が減り体

力に衰えを感じた学生は 9 割を超えたが、意

図的に運動に取り組んだ学生は 1 割程度で

あった。対面授業を実施している状況でも

76％の学生が運動不足を感じていたが、運

動不足が行動制限による影響とする学生は

12％であったため、64％の学生は慢性的な

運動不足にあると考えられる。女子大学生は

一般的に日常生活での運動量が 1 日の運動量

となる傾向にあることから、運動系科目では、

まず、健康に過ごすために必要な適度な運動

を確保する。さらに、日常生活の中で運動量

を増やす工夫や、１人でもできるエクササイ

ズを授業内容として扱い授業外課題につなげ

るなど、日常生活での運動量の確保を目的と

した工夫が必要である。

　コロナ禍によってストレスを感じている学

生は 4 割に満たず、日常的なストレスを感じ

ている状況と比較すると低い数値である。大

学に登校することで友だちとの支え合いが維

持され、今回の行動制限による影響は大きく
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ない。しかし、食事や睡眠に問題を抱えてい

る学生は存在するため、授業内で健康課題と

その解消について取り扱うこととし、さらに

保健室や学生相談室と連携し、学生を支えて

いくことが重要である。また、大学生には自

学が求められるが故に、家族や友だちの支え

が必要になる。自宅での自粛を求める場合に

は、下宿生は家族の支えが受けにくく孤立化

することも考えられるため、学生支援上の配

慮が必要である。

　今回の感染症対策の影響を受け、全国的に

ICT 機器を活用した遠隔授業が注目された。

学修効果が検証され、有効とされる遠隔授業

は感染症の影響とは関係なく積極的に導入さ

れることが予想される。遠隔授業の導入によ

り登校する日数が減ることは、直接学生同士

が関わる機会や体を動かす機会の減少の可能

性が示唆できる。学生の人間関係の構築や運

動量の確保を視点とした、オンラインによる

学生同士のコミュニティーや健全な健康づく

りのための相談機能やツールの提供を、学習

支援上の新たな課題として体制整備に取り組

む必要があると考える。
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第 1章　研究背景と研究の問い

　折り紙という素材は保育現場で様々な使わ

れ方をし子どもの表現を助ける。また、折り

紙での表現を通して子どもの様々な能力が育

つことも報告されている。保育者養成校での

造形の授業においても折り紙を使った課題を

実施している。その中で、本授業では、課題

の１つとしておりがみ図鑑の作成を課してい

る。

　また、本稿では素材を意味する折り紙を「折

り紙」と記述し、遊びや活動を意味する折り

紙を「おりがみ」と表記する。

　おりがみ図鑑は、おりがみの手順を実際の

折り紙（サイズは 1/4 などバリエーションあ

り）を使い表したものであり、実習時や現場

に出てから子どもとのおりがみ制作の時間に

使うことを目的とし作成するものである。ま

たおりがみ図鑑の制作を通して学生は、折り

紙を使って折り順を段階的に表すだけではな

く、図鑑を充実させることによりおりがみの

レパートリーを増やす。また、おりがみの手

順の説明や子どもと制作する際に使いたい声

がけを文字で表し、イラストを使って楽しさ

を演出したりしおりがみの楽しさを伝える工

夫をすることを通して、子どもたちとの関わ

りを考える機会を得る。

　五十嵐 1 は、「一人ひとりの発達と興味に

応じて適切な援助を提供する能力を、保育

者がいかに獲得するかということ」と課題を

指摘している。おりがみ図鑑の作成によりお

りがみのレパートリーが増えることは予想さ

れるが、子どもの発達と興味に応じた援助に

つながる学びは達成されるだろうか。おりが

み図鑑の制作では、学生は折り方の手順を本

やインターネットで検索しそれを実際に折り

紙で折り、図鑑にしていく。この手順通りに

折られた折り紙を貼り付けていく作業だけで

は、子どもの発達と興味に応じた援助につな

がる学びに繋がりづらい。おりがみ図鑑の制

作ではその後、文字やイラストで、子どもた

ちとの関わりを考え、子どもがわかりにくそ

うな部分を説明を加えるなどしていく。続け

て五十嵐 1 は「東・阿部らが主張するように、

幼児にとっては折り紙を折ることそのものに

加えて、どのように教わって折るのかが重要

図 1　おりがみ図鑑

保育者養成におけるストップモーションアニメーションを
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なのである。そこでは、折って見せるだけで

なく、情緒的なつながりを意識しながら、明

確なわかりやすい言葉を添えていくことが大

切である。」と説明するように、どんな言葉や

態度で教えるかが大切であり、おりがみ図鑑

の折り紙で説明する部分以外の文字やイラス

トは教えるための言葉や態度を伝えるための

重要な要素である。しかし、おりがみ図鑑の

見た目だけで子どもたちがおりがみを教わる

場合、文字を理解できる事が前提となる。さ

らに、梨元 2 が主張するように、『遊びが遊び

であるためには、子どもが「面白い、やって

みたい」と感じながら自発的、主体的に活動

することが必要である。』ということからも、

おりがみに苦手意識を抱く子にとって、イラ

ストなどで工夫されたおりがみ図鑑だったと

しても、自発的におり始めるかというと想像

しづらい。このように、おりがみ図鑑の文字

やイラストによる説明は、文字が理解できな

い未満児やおりがみに苦手意識を抱く子の興

味にとって適切な援助にならないという欠点

となる。また、川並 3 が「おりがみのように

お母さんとならんで、お母さんの手つきをま

ねしながら何かをつくるという作業は、順序

を追って論理的に物事を理解する能力にもつ

ながります。」と説明するように、実際の「作

る」または「折る」を追体験することで理解

につながっていく。この点についても、おり

がみ図鑑は不得意とするが、その代替案とし

て、本研究では折り紙を題材としたストップ

モーションアニメーションの制作課題を提案

する。一般的な辞書では、ストップモーショ

ンアニメーションとは「アニメーション技法

の一。絵や人形などの静止した対象物を、一

こまごとに少しずつ動かしながら撮影するも

の。また、その映像のこと。対象物が人形や

ぬいぐるみの場合は人形アニメーション、粘

土製のものは特にクレーアニメーションとも

いう。ストップモーションアニメ。こま撮り

アニメーション。」と説明されるもので、昨

今ではスマートフォンで専用の無料アプリを

使用することで簡単に制作することも可能な

ものである。このアプリを使い、折り紙を題

材としたストップモーションアニメーション

の制作（以降おりがみ動画と記述）をするこ

とにより学生はおりがみ図鑑を制作する時と

は異なる視点で折り紙と向き合うことができ

ると予想した。辻 4 は、保育の造形において

の材料について、『単に作品を構成するため

の要素の一つというものではない。子どもは、

材料に対して「これはいったい何なんだ ?」
と問いかけることから始める。』と指摘してい

る。そして、「この、感じ、考え、試し、失

敗し、また考え、試すということこそが、子

どもの発想や創意工夫、創造力を育む源であ

り、尊いものである。」と続ける。保育者養

成校の学生にとってもおりがみ動画の制作が

保育で使える教材という意図ではなくおりが

み動画制作を通して先に挙げた説明のための

声がけや苦手意識がある子が折り紙に興味を

持てるようなイラスト、そして「作る」を真

似して追体験することで理解する能力を養う

ことについて再考する機会となるのではない

かと考えた。辻 4 が「失敗することによって

多くの材料体験と、自ら創意工夫して壁を乗

り越えるという機会を得ていく。」と続ける

ようにおりがみ図鑑と同様におりがみ動画も

一つの道具や材料と捉えおりがみ指導を促す

教材と捉え授業課題とした。以上のことを踏

まえ本研究では、「おりがみ動画はおりがみ

指導に効果があるか？」また「おりがみ動画

制作体験の学修効果について」を研究の問い

とし、おりがみ動画制作を道具としたおりが

み指導について実践をまとめていく。
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第 2章　調査方法

課題の実践

　実践として本学幼児教育学科 2 年生の「幼

児と造形表現Ⅱ」の授業で、おりがみ図鑑と

おりがみ動画の作成の 2 つの課題を実施した。

折る折り紙の題材については、どちらも同じ

題材とすることとし、題材自体は学生が選べ

るようにした。おりがみ図鑑については 1 年

次より継続して作成している方法で作成させ

た。また、おりがみ動画については短い時間

ではあるがアプリのダウンロードからその操

作方法を説明した上で、すべての学生がス

トップモーションアニメーションの制作を経

験したと確認した上で実施した。調査対象は

授業履修者２年生 39 名を対象とした。以上

のおりがみ図鑑とおりがみ動画の各制作の後

にそれぞれアンケート調査を実施した。アン

ケート内容は下記の通り、分析はおりがみ図

鑑とおりがみ動画を同じ質問で比較して行っ

た。

アンケート調査

　アンケートは、授業でおりがみ図鑑とおり

がみ動画の制作を終えたタイミングでそれぞ

れ行った。

◯「おりがみ図鑑のアンケート」

Q1-1　お家や実習中に幼児に対して、おりが

みの指導をおこなったことはありますか？

　　ある・ない

Q1-2　あると答えた方に質問です。おりがみ

指導で工夫したことや困ったことはありまし

たか？

　　自由記述

おりがみ図鑑の制作についてお聞きします。

Q2-1　【おりがみ図鑑】の作成はあなたにとっ

て簡単ですか？

　　難しい   1   2   3   4   5　　簡単

Q2-2 理由（　　　　　　　　　　　）

Q3-1　【おりがみ図鑑】は、実習中に教材と

して使いやすいですか？

　　使いにくい   1   2   3   4   5　　使いやすい

Q3-2　理由（　　　　　　　　　　　）

Q4-1　【おりがみ図鑑】は、子どものおりが

み制作の助けになると思いますか？

　　助けにならない  1  2  3  4   5    助けになる

Q4-2　理由（　　　　　　　　　　　）

Q5-1　【おりがみ図鑑】は、子どものおりが

みへの興味関心を高めるために効果があると

思いますか？

　　効果はない  1  2  3  4  5　　効果がある

Q5-2　理由（　　　　　　　　　　　）

Q6-1　【おりがみ図鑑】の制作の中で、自分

なりの表現や工夫を入れることができました

か？

　　できない  1  2  3  4  5　　できた

Q6-2　理由（　　　　　　　　　　　）

Q7-1　今回制作した【おりがみ図鑑】につ

いて、幼児が折り紙の折り方を理解するため、

また、興味関心を持つためにどんな工夫をし

ましたか？

図 2　おりがみ動画
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　　自由記述

Q7-2　前の質問であげた【おりがみ図鑑】の

工夫について、どのようなねらいでその工夫

をしたのか紹介してください。

　　自由記述

〇「おりがみ動画のアンケート」

Q1-1　【おりがみ動画】の作成はあなたにとっ

て簡単ですか？

　　難しい   1   2   3   4   5　　簡単

Q1-2 理由（　　　　　　　　　　　）

Q2-1　【おりがみ動画】は、実習中に教材と

して使いやすいですか？

　　使いにくい   1   2   3   4   5　　使いやすい

Q2-2　理由（　　　　　　　　　　　）

Q3-1　【おりがみ動画】は、子どものおりが

み制作の助けになると思いますか？

　　助けにならない   1   2   3   4   5　　助けになる

Q3-2 理由（　　　　　　　　　　　）

Q4-1　【おりがみ動画】は、子どものおりが

みへの興味関心を高めるために効果があると

思いますか？

　　効果はない   1   2   3   4   5　　効果がある

Q4-2　理由（　　　　　　　　　　　）

Q5-1　【おりがみ動画】の制作の中で、自分

なりの表現や工夫を入れることができました

か？

　　できない   1   2   3   4   5　　できた

Q5-2　理由（　　　　　　　　　　　）

Q6-1　今回制作した【おりがみ動画】につ

いて、幼児が折り紙の折り方を理解するため、

また、興味関心を持つためにどんな工夫をし

ましたか？

　　自由記述

Q6-2　前の質問であげた【おりがみ動画】の

工夫について、どのようなねらいでその工夫

をしたのか紹介してください。

　　自由記述

Q7-1 おりがみ動画の制作を行ったことで、

次におりがみ図鑑の作成を行う際に反映させ

たい工夫はありますか？「ある」場合はどの

よう工夫か教えてください。

　　ある　・　ない

Q7-2 上記の質問で「ある」と答えた場合、

どのような工夫か教えてください。

　　自由記述

第 3章　研究結果

　指導のための声がけや折り紙に興味を持っ

てもらう工夫、また、理解する能力を育てる

ことを目的とし、おりがみ図鑑と共におりが

み動画の制作を課題として実施した。そして、

2 つの課題を比較しそれぞれの利点や欠点を

明らかにした上でおりがみ動画を制作するこ

とによる保育者養成校学生への効果をまとめ

るためアンケートを実施した。以下よりその

結果を示す。アンケート結果の内容はカテゴ

リー分けをしそれぞれ回答数を数えた。

①学生の折り紙の指導に対する意識

　はじめに、対象となる学生の現状を把握す

るため、折り紙の指導の経験とその際の工夫

や困ったことの結果を示す。

表 1　「折り紙指導の経験」
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　表１を見ると、39 回答に対して、指導し

たことが「ある」と答えた学生は 14（35.9%)、
「ない」が 25(64.1%）となった。また、指導

したことがあると回答した学生が挙げた工夫

や困ったことは、「折り方を言葉で伝えるこ

とが難しい」が 5（35.7%)、「子どものペース」

3(21.4%)、「一緒に折る」が 2(14.3%）と続き、

先行研究であげたように言葉の難しさや一緒

に折ることにより折り方を見せる指導が実践

されていることがわかる。また、子どものペー

スは、大人数への折り紙指導での個人差に対

して学生は困っていることがわかる。

②作成の難易度

 次に、おりがみ図鑑とおりがみ動画の比較を

6 つの質問をおりがみ図鑑とおりがみ動画で

聞いた。その同じ質問への回答を並べて結果

を示したい。

　比較の 1 つ目に、作成の困難さについて質

問した。1 ～ 5 で程度を選択する形式で数値

が高くなるほど容易に作成できることを表す。

平均値はほぼ同じで 3.3 程度となったが、お

りがみ図鑑では 3 と 4 で合わせて 76.9% を

占め、おりがみ動画は 3 と 4 を合わせた割合

は 66.7% となったことからおりがみ動画の方

が少しだけ難しいと感じる人が多い。その理

由を見ると、おりがみ図鑑では「子どもへの

見せ方・説明の仕方」が難しい原因とする回

答が 13(34.2%) となり続いて、「おりがみが

好き・楽しい」が容易さの理由とする回答が

12(31.6%）となった。続いておりがみ動画

を見ると「子どもに伝えるための視点・客観

的な視点」のカテゴリーが 7(21.9%) となり、

続いて「撮影や編集へのこだわり」を突き詰

めると困難だという回答が 6(18.8%) と続い

た。その次に「動画制作が好き・楽しい」が

5(15.6%) という結果となった。この結果では、

どちらも子どもへの伝え方が難しいと学生は

感じていることがわかる。また、おりがみ動

画では「アプリの使い方」が 4(12.5%）あげ

られ、おりがみ図鑑と異なり今回はじめて動

画制作を体験する学生の中にははじめてのた

めの困難さを感じたという人もいた。このこ

とでおりがみ動画の方が少しだけ困難だとい

う結果につながったと考えると、実質的には、

表 2　「比較 1　作成の難易度について」
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図鑑も動画も困難さでは差はないことがはっ

きりとわかる。

③実習中の教材として

　2 つ目に、実習中に使う教材としておりが

み図鑑とおりがみ動画をそれぞれアンケート

をとりを比較する。1 ～ 5 で程度を選択する

形式で数値が高くなるほど実習中に使いや

すいことを表す。平均値を比較するとおりが

み図鑑は 3.13、おりがみ動画は 2.67 と差が

ついた。使いにくいを表す１について、おり

がみ図鑑は 3(7.7%) に対しおりがみ動画は

9(27.3%）となり 3 割近くが実習中には使い

にくいと答えている。理由としておりがみ動

画の「実習中の使用」で 15(46.9%) の回答が

あったカテゴリーは、動画は実習中に使う機

会がないという回答となる。ただし、おりが

み図鑑でも実習中にそもそも「おりがみをす

る機会・環境がない」という回答が 8(20.5%)
となり、実習園の環境次第ではあるが、な

かなか折り紙をして遊ぶ機会がないことがわ

かった。ただし、実際に折り紙で遊んだりお

りがみ図鑑を使った、または実習園の先生が

使っていたとする回答「折り紙をする機会・

環境があった、あればやりたい」は 4(10.3%)
とあげられてもいる。また実習中でも「言葉

での説明は難しい」は 5(12.8%) と回答され

学生の困っているポイントが見える。

④折り紙制作への援助的な効果

表3「比較2 実習中に教材としての使いやすさ」

表 4「比較３ 子どもの折り紙制作の援助的な
　　効果」
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　3 つ目に、それぞれの作品が子どものおり

がみ制作の助けになると思うか学生自身の意

見を聞いた。はじめに、その程度を 1 ～ 5 で

回答してもらった。1 が「助けにならない」

で数値が増えると「助けになる」という意味

になる。平均値はおりがみ図鑑が 4.26、また、

おりがみ動画は 3.52 となり大きな差が見ら

れた。おりがみ図鑑が助けになる理由として、

「子どもが自主的に折れる」が 8(27.6%)、「実

際のおりがみだから（イメージしやすい、触っ

て確認できる）」が 6(20.7%)、「折る手順が

わかる」が 4(13.8%) が続き、子どもたちが

自主的に使える道具であることが見えてきた。

対して、おりがみ動画の結果では「折ってい

るところが動いて見れる」が 10(35.7%)、次

に「言葉では伝わらない部分が伝わる」が

4(14.3%)、また「過程が伝わりやすい」が

4(14.3%) と続き、見る環境があれば、どう折

るのかが伝わりやすいことが利点だと考えて

いることがわかった。

⑤興味関心への効果

　4 つ目は、それぞれの作品が子どもの折り

紙への興味関心を引く効果があるかを聞いた。

はじめに、その程度を 1～ 5で回答してもらっ

た。数値が高いほど興味関心を高める効果が

あると考えられている。結果を見るとおりが

み図鑑もおりがみ動画も平均値は 4 以上で

どちらも同じくらい興味関心を高める効果が

あるという結果となった。またその理由とし

て、図鑑は「制作過程がわかる」という子ど

もの伝わりやすさが 14(48.3%）と半分程度

の回答を得ており、対して、おりがみ動画は

「ストップモーションアニメ」のカテゴリーが

11(45.8%) また「動きがある」が 8(33.3%)
で動画自体の面白さが興味関心を高めると考

えられていることがわかった。

 

表 5「比較 4 折り紙への興味関心を高める効
　　果について」
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⑥表現の工夫

　5 つ目に、それぞれの道具を使って作品を

作る際に、自分なりの表現や工夫が入れやす

かったか、自由度があったかを問うた。はじ

めに、その程度を 1 ～ 5 で回答してもらっ

た。数値が高いほど自分なりの表現や工夫

を入れることができ、自由度が高かったと言

える。平均値を見ると、おりがみ動画の方が

少しだけ数値が高く、表現の工夫ができる可

能性を感じていると考えられる。またその理

由として、おりがみ図鑑では「イラスト」を

入れる工夫が 5(21.7%)、「折り目に点線」が

4(17.4%) など、動画でも可能な工夫にとど

まった。対して、おりがみ動画では、「動画

の構成」5(26.3%) があげられ、続いて「手

を入れて折っているように見せる」2(10.5%)
と「強調するため同じ動作を繰り返した」

2(10.5%) があげられた。おりがみ動画での表

現の工夫として、動くことを使った動画なら

ではの表現があげられたと言える。

⑦子どものための工夫とねらい

表 6 「比較 5　自分なりの表現や工夫について」

表 7 「比較 6　子どものための工夫について、
　　その内容とねらい」
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　6 つ目として、子どものためにどんな工夫

をしたか工夫の内容とそのねらいについて質

問した。結果を見るとおりがみ図鑑では、「点

線や矢印」が 9(23.1%)、「言葉での説明」

が 6(15.4%) と折り順を正確に伝えるための

工夫が上位となった。対して、おりがみ動

画では動画の中に自分の「手を入れた」が

11(35.5%) となり、折るという行為を見せよ

うとしていることがわかる。また、続いて「始

まりと終わりに動かす演出」3(9.7%) は楽し

さを伝え興味を持ってもらう工夫があげられ

た。次に工夫のねらいを比較すると、両方に

大きな差はなく、折る過程や理解のためが多

数を締め、それに続いて楽しさを伝えるカテ

ゴリーが回答されていた。

　以上のように、６つの視点でおりがみ図鑑

とおりがみ動画を比較すると、作成に当たっ

ての難易度や、実習中の教材についての使用、

興味関心を高める効果、工夫をするねらいな

どでは大きな差がない結果となった。そして、

子どもが自主的に使うときにはおりがみ図鑑

の方が助けになり、おりがみ動画の方が表現

の自由度が高く、伝えるための工夫について

もおりがみ動画の方がさまざまなアイディア

が出る結果となった。

　これまでの結果から、子どもとおりがみを

実際に行う際にはおりがみ図鑑の方が使いや

すいことが言えるが、材料体験としてのおり

がみ動画の制作によって、表現の工夫や伝え

るための工夫について新しい視点の発見が期

待できると言える。また、この結果を予想し、

おりがみ図鑑に反映させたいおりがみ動画で

の気づきはあるか、そして、それはどんな工

夫かをアンケートの中で質問した。

 　表 8 ではおりがみ動画の制作を行なったこ

とで、おりがみ図鑑の作成に反映させたい工

夫があるか、その工夫の内容について質問し

ている。「ある」と答えたのは 10(30.3%) と
なった。このことからおりがみ動画の制作と

おりがみ図鑑の制作の繋がりを理解する学生

は多くないことがわかり、今後の課題となっ

た。次に、「ある」と答えた学生があげた工

夫の内容を見ると、おりがみ体験から、伝え

るためにはもっと「細かな手順」が必要なこ

とが 3(33.3%) 回答されており、動画の中で

裏返したりなど動きで説明した部分を、どう

図鑑の中で言葉などで伝えるか工夫を使用と

する姿が見えた。

第 4章　考察と今後の課題

　本研究はおりがみ指導に必要な声がけ、折

り紙に興味を持たせること、そして「作る」

を通して理解する能力を養うことという 3 つ

の要素について、おりがみ図鑑とおりがみ動

画の 2 つのツールを使った材料体験を実践し、

おりがみ動画の制作体験の学修効果について、

学生へのアンケートから考察をした。結果と

して、制作に当たっての難易度や、実習中の

教材についての使用、興味関心を高める効果、

工夫をするねらいでは、おりがみ図鑑とおり

がみ動画では大きな差がないと学生が評価し

表 8 「おりがみ動画の制作から気づく、おり
　　がみ図鑑に反映させたい工夫について」
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ていることがわかった。また、子どもとおり

がみを実際に行う際にはおりがみ図鑑の方が

使いやすいことが言える。そして、材料体験

としてのおりがみ動画の制作によって、表現

の工夫や伝えるための工夫について、おりが

み図鑑とは異なる視点の発見が期待できると

言える。今後の課題として、おりがみ動画作

品を使った効果のある声がけや子どもの興味

のもたせ方や子どものおりがみの折り方の説

明方法について考察するとともに、保育者と

子どもがよりよいおりがみ体験が得られるた

めの図鑑と動画を使った活動のあり方をデザ

インしていきたい。
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1．はじめに

　1990 年代以降に我が国の大学で急速な広

がりを見せた初年次教育は、2001 年にはす

でに 80％の大学での実施が報告されている１）。

大垣女子短期大学（以下、本学）でも、オリ

エンテーションの延長として従来から行われ

てきた初年次生向けの大学の学びへの導入教

育を 2010 年度から「初年次教育」とし、全

学科共通のプログラムで実施している。2013

年からは学びの深化を目的に全学科教員の指

導による学科混成少人数グループでの「基礎

ゼミ」が始まった。2019 年度の取組につい

ては既に報告したが２）、そこに示された基礎

ゼミ終了時の質問紙感想欄の自由記述内容

の分析から、他学科の学生との学修状況の交

流が学生にとって自らを振り返る機会となり、

自己の成長を実感したり自己を客観視したり

する姿が見出された。そこで本稿では、基礎

ゼミ授業時に学生が記入したワークシートを

用いて、他学科の学生との交流が学生の自己

理解にどのような効果を与えたのかをさらに

詳しく検討する。また、コロナ禍の 2020 年

度に実施した基礎ゼミについても報告する。

2．方法

（1）授業について

　本学では幼児教育学科、デザイン美術学科、

音楽総合学科、歯科衛生学科の全学科 1 年次

生を対象に、初年次教育を含む授業として「教

養・キャリア基礎演習Ⅰ」（前期）・「教養キャ

リア基礎演習Ⅱ」（後期）を週 1 コマ（90 分）

行っている。2019 年度には、全学科教員を

ファシリテーターとして、学科混成の少人数

グループ（7 ～ 8 名、以下、小グループ）に

よる演習（「基礎ゼミ」）を前期・後期それぞ

れ 1 回ずつ実施した。

（2）分析対象と分析方法

　2019 年度後期の基礎ゼミの授業では、自

らの 1 年間の学修を振り返る内容のワーク

シートを記入させ、これに基づいて専門科目

の学修で習得できたことや今後の課題などを

学生同士で発表させ、相互の質問や意見交換

などを行った。ここで記入したワークシート

の「他の人の発表への感想や意見」欄への自

由記述内容を研究対象とし、以下の手順で分

析した。

　①　記述の内容に「自分自身」について言

及した内容が書かれているものを抽出。

　②　①で抽出した記述の内容を KJ 法３）の

手法を用いて分類。

　なお、本研究の内容は本学研究委員会にて

倫理基準等を審査・承認されており、基礎ゼ

ミ実施後の質問紙調査やワークシートを分析

1）大垣女子短期大学総合教育センター・学生相談室

2）大垣女子短期大学総合教育センター

初年次教育における他学科学生との交流の効果

茂　木　七　香 1）　　　矢田貝　真　一 2）

The effect of Students’ Cross Departmental Interaction on the 
first year experience

Nanaka MOGI          Shinichi YATAGAI
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対象とすることが許可されている（承認番号

R1-1）。本分析には、研究の趣旨を理解し文

書により同意した学生のワークシートのみを

用いている。

　

3．結果

（1）自分自身に言及したコメントの割合

　他学科の学生の発表を聞きながら、自らの

学修を振り返ったり今後の学修への意欲を示

したりするなど「自分自身」に言及したコメ

ントの学科別割合とその内容の一例を表 1 に

示す。ここに含まれていない記述は、「他学

科で学んでいる内容を色々聞けて良かった」

「みんなそれぞれの学科で沢山の知識を身に

つけたことが分かった」など、項目で問わ

れた内容についてのみ答えていたものである。

学科別に割合を比較してみると、歯科衛生学

科での割合が他学科から突出していることが

明らかである。

（2）コメント内容の分類

　次に、KJ 法の手法に基づいて 71 件の感

想を読み、類似したものをまとめる中でカテ

ゴリーの生成や再分類を行った。再度各切片

を読み、各カテゴリーの関係性を見直してカ

表 1　自分自身について言及した記述の学科別の割合

表 2　自分自身について言及したコメントの KJ 法による分類
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テゴリー間での切片の移動やあらたなカテゴ

リーの生成を経た結果、最終的に 3 つのカテ

ゴリーグループ、4 つのカテゴリー、12 の小

カテゴリーが生成された。（表 2）。

4．考察

（1）学科による違いについて

　まず、自分自身について言及したコメント

が歯科衛生学科で突出して多いという結果

（表 1）について考えてみる。本学の学科構

成を見ると、どの学科も高い専門性や技能を

求める学修内容であり、目指す資格のある学

科・コースも多い。その中でも歯科衛生学科

は最終学年で一定の合格基準の定められた国

家試験をクリアしなくてはならない。このた

め、日ごろの学修においても自らの知識や技

術のレベルを意識する機会が多く、必要とさ

れる基準を満たしているかという視点で捉え

る傾向があるのではないだろうか。このこと

が、他学生の姿から自らを省みるコメントに

つながったのではないかと推察される。

（2）学生の心情と表現形との関連

　他学科の学生の学修成果や今後の課題の発

表に触発されて自分自身の学修へのモチベー

ションを表したコメントを読んでいくうちに、

学生たちの心情とそれを表す表現形の多様さ

に目を引かれた。これについては別稿でも一

部報告したが 4）、実行に対する思いや実現可

能性の度合い、なりたい自己への願望などに

より微妙に異なる表現が使われている。授業

後のミニッツペーパーなどへの学生の記述に

も「頑張りたい」というような表現は頻繁に

使用されており、「社会的のぞましさ」の現

れとも取れるが、こうやって類似した表現形

を多数比較してみるとその差異が明らかとな

り、その表現形を用いてコメントを書いた学

生の心情がよくわかる。今回の分類ではそれ

らの比較を通して、表現の違いを「意思の強

さ」というサブカテゴリーとした。

（3）他者との交流による自己への気づき

　基礎ゼミでの他学科学生との関わりの中で

自らの状況への気づきを得た学生の姿は、発

達心理学における自己理解の発達過程と合致

する。他者とのさまざまな関わりを通じて自

分を相対的かつ客観的に見つめる「社会的比

較」を行う時期は小学校中学年から高学年頃

だと言われており、他者との比較で自らの成

功・失敗や得意・不得意に気づき、自己理解

を深めていく 5）。通常は同じ学科の学生と共

に授業を受け、その中での出来不出来を比較

して自らが不出来であると感じた学生にとっ

て、その学修内容は身に着けたと言えるもの

ではないであろう。しかし全く専門の異なる

他学科の学生と比較すれば、確かに学修した

と言えるものである。比較する他者が異なる

ことで、学生自身の学修への実感も変わって

くる。また、自尊感情を向上させる方法とし

て、自己肯定化理論の考え方では全体的な

自己価値を肯定的に捉えることができればあ

る特定の領域で自己価値が脅かされたとして

も自尊感情を維持することができると言われ

ているが 6）、他学科の学生との比較で自分で

は気づかなかった自己価値を認識することで、

自尊感情を維持しこれからも頑張ろうという

モチベーションも上がる。こうしたことから、

基礎ゼミでの他学科学生との交流は学生の自

己への気づきを促し、自己理解の深まりや自

尊感情の維持・向上、今後の学修へのモチベー

ションへとつながったことが窺える。

　初年次教育を少人数のゼミ形式で行う事例

は多く報告されているが、その人数は 5 名～

20 名程度と幅がある７～ 11）。また、グループの

構成者の所属学科は単学科のものもあるが 7、8）

本学のように学科混成で実施している例も見

られる 9 ～１1）。内容はいずれも、コミュニケー

ション・トレーニング 9）や大学での学修に必

要なプレゼンテーション力、聞き方や読み方

の基本など学ぶもの 10）、他者と協働する力

（チームワーク力）を育てるもの 11）など、所属

4123456789
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学科の専門性には直接関連のないものである。

本学で実施されているように、専門的な学修

内容を活かしつつ学科混成少人数グループで

学生同士がコミュニケーションを行う形のも

のは非常に珍しいため、この形態での基礎ゼ

ミを今後も継続していきたい。

5．コロナ禍での初年次教育・基礎ゼミの実

施状況

　2020 年度はコロナ禍の異例の状況下で初

年次教育や基礎ゼミが実施された。その概要

についてここで振り返る。

（1）2020 年度前期の様子　

　2020 年度は、当初の計画では前年同様に

教養・キャリア基礎演習ⅠⅡにおいて初年次

教育、基礎ゼミを実施する予定であった。し

かし、想定外の新型コロナウイルス ( 以下、

COVID-19 ) の広がりとその感染拡大防止の

ため、4 月からの対面授業の開始が延期となっ

た。本学では 5 月の連休明けから遠隔授業を

開始し、6 月から対面授業を開始した。これ

に伴い、前期の初年次教育は 6 月 10 日（水）

の学科毎の一斉講義形式での説明のみとな

り、少人数グループでの学科間交流は実施で

きなかった。授業時間外に課したレポート課

題（「なぜ私は大垣女子短期大学に入学した

のか」）は回収し、学科での閲覧後、総合教

育センターで集約・保管した。

（2）2020 年度後期の様子

　全学科混成グループで学生間の交流を実現

させるために、検討を重ね、いわゆる 3 密（密

閉・密集・密接）を避けながら１部屋 30 名

ずつ、6 部屋に分かれて行う一年間の学びの

振り返りの基礎ゼミを 12 月 2 日（水）に実

施した。総合教育センター教員 2 名と各学科

の教務委員である教員 4 名の計 6 名が各部屋

のファシリテーターを担当した。前期基礎ゼ

ミの授業時間外課題で学生が書いたレポート

を各自に配り戻し、再度読み返させた後、一

年間の学修成果や今後の課題についてワーク

シートを記入させた。COVID-19 感染防止

の観点から従来のような学生間の対面での意

見交流は困難となったため、受講者全体を対

象としたアンケートを学生ポータル（学内の

LMS：Learning Management System） を

通じて Google フォームで事前に行った（図

1）。この結果をまとめたパワーポイント資料

を総合教育センターで作成したものを共通資

料として各部屋で提示し、各学科の学生から

寄せられたコメントを紹介しながら授業を進

めた。

　学修成果に関する記述の中には当該学科

の学生にしか理解できない専門的な内容が含

まれていたため、教室内の学生に具体的な説

明を求めた。例えば筆者の担当したクラスで

は、幼児教育学科の保育技術の「パネルシア

ター」、音楽総合学科の「和声」、デザイン

美術学科の「MAYA」、歯科衛生学科の技術

名「スケーリング」などを当該学科の学生に

説明してもらった。説明する側としては、そ

れが学科外の者には理解できない専門用語で

あることを再認識し、それが分かるようなっ

ていることで自己の学修成果を実感する機会

となった。授業後の学生の感想からは、2019

年度に実施した基礎ゼミ同様、他学科の学修

についての意見交流の良い機会であったこと

や、自らの学修成果を実感したり課題を見出

したりした様子が伝わってきた。担当した教

員からは昨年同様の手ごたえを伝える一方で、

学科間の交流と言いながら一方通行の情報共

有に留まり、個々の学生の交流が行えなかっ

たことへの残念な気持ちが表出された。担当

教員らは、少人数のリラックスした雰囲気の

中で和気あいあいと語り合う昨年度基礎ゼミ

での学生の姿を見ているため、コロナ禍でも

工夫して同じような場を提供することができ

ないかという提案もあった。

（3）コロナ禍での基礎ゼミ実施に向けて

　2021 年 1 月の現状からは、2021 年度にも

COVID-19 感染対策が必要な状況下で基礎ゼ
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ミを実施せざるを得ないと思われる。従来の

方法の利点を残しつつ、感染対策を十分に行

うためには、どのような方法があるだろうか。

　感染対策上の支障となる一番の要因は、基

礎ゼミでの主たる活動である「学生同士の直

接対話」への制約である。本学での感染対策

に関しては当初から 3 密を避けることが求め

られ、グループワークなどの対話もなるべく

控える形で授業を行ってきた。しかし、今一

度 3 密の意味を捉えなおすと、広い教室で

換気を行い、座席の間隔を広くとって少人数

でマスク着用での話し合いならば実施可能な

のではないかとも考えられる。2019 年度は

現状では対話は困難であろうという判断のも

とに従来通りの基礎ゼミ実施をあきらめてし

まったが、2021 年度は実施する前提で、安

全な環境の確保や実施方法の検討などを関連

する教職員とともに行っていきたい。

　また、コロナ禍という異例の事態により、

全国の大学同様、本学でも ICT 活用が活発

化し、学生たちも遠隔授業時に ZOOM や学

生ポータル、Google フォームなどの使い方を

習得し、対面授業開始後も授業や学生生活関

係の連絡などの日常で使いこなしている。ま

た、個々の教員も、学生全員が所持し一番身

近で使い慣れたツールである携帯電話を使っ

て授業中にテキスト入力で発言させたり、プ

レゼンテーション課題を動画で送らせたりと、

従来の授業方法では考えられなかったような

方法を教育に取り入れ始めている。最近の研

究報告 12）で ZOOM のブレイクアウト機能を

用いて一度も大学に通学していない一年次生

を対象にゼミを実施した事例が報告されてい

たが、学生同士の交流も活発で対面のワーク

ショップと同じ成果を得ることができたとの

ことである。このように、コロナ禍の制限さ

れた状況下でも、新しく開拓された方法を取

り入れながら、従来の基礎ゼミと同じ効果的

な学修・交流の機会を学生に与えることがで

きるよう、検討と工夫を重ねてゆくことが重

要であると考えられる。
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1．目的

　2020 年春、新型コロナウイルス（以下、

COVID-19）感染拡大防止のため全国の大学

で対面授業が中止され、遠隔授業が開始され

た。大垣女子短期大学（以下、本学）でも授

業開始が当初の 4 月第 1 週から 5 月第 2 週

に延期された上で、遠隔授業を行うことと

なった。

　筆者も担当科目を一部遠隔で行うことを

早期に決定し、急遽いくつかの ICT ツール

の使い方を学んで授業に導入した。最も頻

繁に使ったのは sli.do である。sli.do はイン

ターネットを介して無料で使用できるツール

であり、「簡単に質問や投票ができ、講演者

と参加者をつなぐことでミーティングやイベ

ントを最大限に活用することを助ける」もの

である 1）。学生ポータル（本学の Learning 
Management System:LMS）を通じて sli.do
のリンク先アドレスを受講生全員に送り、授

業開始時刻にアクセスさせて出席を取ったり、

配信した資料についての感想を発言させて意

見交流を行ったり、と遠隔授業の進行と実施

に活用した。6 月に対面授業が再開された後

も、sli.do の使用が学生に好評であったこと

と、COVID-19 感染防止の点から対面会話で

のグループワーク等が実施不可能であったこ

とから、発言機会の確保と学生間の意見交流

の目的で使用を継続した。

　ここまでの使用で、sli.do は手法として簡

単に導入でき、学生の発言や交流を促すのに

も効果的なツールであることが実感できたが、

問題点にも気づいた。それは、従来の授業と

異なり sli.do での発言は「匿名」で行えると

いうことである。機能上は sli.do での発言時

に実名を入力させることも可能であるが、使

用開始当初、受講学生たちは一度も登校し

ておらず初対面同士であったため、敢えて名

前の入力を求めないこととした。sli.do の匿

名性が学生に特に支持されていたこともあり、

対面授業でも匿名での発言を継続した。従来

の授業では教室内で匿名のまま発言をするこ

とは不可能であり、学生の発言は必ず顔と名

前を伴ったものであった。ICT ツールの利用

により、同じ教室内で授業を受けている者で

あるということ以外の情報が全く無い、匿名

での発言が可能となったのである。

　インターネットを利用した匿名での発言に

ついて考える時、まず脳裏に浮かぶのは社会

問題にもなっている「誹謗中傷」である。佐

藤（2016）は著書「インターネットと人権侵

害　匿名の誹謗中傷　～その現状と対策」の

中で「匿名であることは心理的な負担を軽減

し、モラルの垣根を下げる効果がある」よう

であり、「自分の名前や顔が知られなければ

1）大垣女子短期大学総合教育センター

茂　木　七　香 1）

The Effectiveness of Anonymous Comments in College classroom 
―“Through the use of sli.do”―

Nanaka MOGI

大学の授業における匿名発言の有用性について

～　「sli.do」の利用を通して　～
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いつもはできない悪いことをやってみたくな

る」のが人間の隠れた欲望なのだと述べてい

る２）。2020 年に起こった SNS による誹謗中

傷事件を扱った書籍にも、「普通の人」が匿

名になったとたんに暴力的な言葉を吐く姿が

「匿名性の刃」と表現されている 3）。

　このように、発言時の匿名性が発言内容

に影響を及ぼすのであれば、不特定多数の閲

覧が可能な SNS とは状況が異なるとはいえ、

匿名発言をクラス全員が閲覧できる sli.do は

大学の授業で用いるツールとして不適切なも

のなのではないだろうか。しかし学生の授業

後コメントを読むと、sli.do での発言は対面

コミュニケーションの苦手な学生にとって気

軽に発言し他者の反応を得ることのできる希

少な場であり、他者の様々な意見を知ること

で自らの視野を広げるのに役立っていること

が窺えた。

　そこで、匿名発言を大学の授業の中で安全

に有効に活用するために、sli.do の授業での

利用者を対象に探索的な質問紙調査を行い、

利用の実態と利用時の意識、匿名の有無によ

る影響などを明らかにすることを本研究の目

的とする。

２．方法

（1）対象

　筆者の授業を受講し、授業内で sli.do を使

用する機会のあった同じ学科に所属する 2 年

次・3 年次の学生 40 名。

（2）実施時期

　2020 年 9 月～ 12 月の間に授業内で sli.do
を使用し、その利用状況についての質問紙調

査を 2020 年 12 月に実施した。

（3）実施方法

　質問紙は　1）sli.do について　2）匿名発

言と実名発言について、の２つの部分から構

成された。

1）sli.do について：以下の項目による構成

① sli.do 発言への参加状況を尋ねる項目

　　② sli.do 使用への感想等を尋ねる 10 項

目。「全くそう思わない」～「そう思う」

の4件法で回答。項目内容は先行研究４）

で用いられたものと、筆者が授業で sli.
do を利用した時に学生のコメントに多

く挙げられていた内容や筆者自身が sli.
do での学生の発言内容から感じたこと

などから作成した。

　　③ sli.do の利点や欠点、利用方法を尋ね

る自由記述 2 項目。

　2）匿名発言と実名発言について

　　①匿名発言と実名発言を比較してどのよ

うに感じるかを尋ねた 11 項目。「全く

そう思わない」～「そう思う」の 4 件

法で回答。各項目で尋ねた内容は先行

研究 5) で用いられたものと、著者が授

業で sli.do を利用した時に学生から得

られたコメントに多く挙げられていた

内容や筆者自身が学生の匿名発言と実

名発言を比較して感じたこと、匿名発

言の主な特徴とされている内容 2、3）を

参考にして作成した。

　　②匿名発言・実名発言の利点や欠点、利

用方法を尋ねる自由記述２項目。

　本研究の内容については本学研究委員会に

て倫理基準等を審査・承認されている（承認

番号 R2-1）。対象者には研究の趣旨を口頭と

文面で説明し、研究参加への同意のある者の

み回答してもらった。調査は学生ポータルを

通じて対象者全員に Google フォームへのリ

ンク先と研究説明書を送信し、フォームへの

匿名入力をしてもらうという形で実施した。

　

３．結果

（1）回答者

　回答者は 23 名であった（回答率 57.5％）。

（2）sli.do について

　授業での sli.do 使用時の発言の頻度につ
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いて尋ねた結果を図１に示す。回答者の約

70％が sli.do 使用時には意見などの入力を

「ほぼ全部した」と答えている。「あまりしな

かった」「ほとんどしなかった」と答えた者は

0 名であった。

　次に、sli.do 使用への感想をたずねる 10

項目への回答結果を図２に示す。全ての回答

者から「そう思う」と「まあそう思う」を合

わせた肯定的な回答が得られたのは「授業で

の学びが深まった、授業に積極的に参加する

ことができた、sli.do を使うことは楽しかっ

た、クラスみんなの前で発表するより発言し

やすい」の 4 項目であった。また、「全くそ

う思わない」と「あまりそう思わない」を合

わせた「全くそう思わない」と「あまりそう

思わない」を合わせた否定的な回答が大半

を占めたのは「sli.do を使うことで気が散っ

た（78.3％）、sli.do で『実名』で発言をし

てみたい（87.0％）」であった。sli.do の利点

と欠点を自由記述で尋ねた結果、11 名から

回答が得られた。利点で多かったのは「他者

との意見交流」で、sli.do では各自が送信し図 1　sli.do 使用時の回答頻度

図 2　sli.do 使用についての感想

4123456789
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た回答を瞬時に一覧として見ることが出来る

ため、全員の様々な意見を知ることができる

点が利点として多く挙がっていた。また、匿

名であることが理由である利点を述べる記述

も多かった。表１で「発言のしやすさ」とし

た記述については、匿名性によるものなのか

文字入力によるものなのかが不明だったため、

別カテゴリーとした。欠点を挙げる者は少な

かったが、挙げられた内容はいずれも著者が

sli.do 使用時に懸案事項として感じていたも

のばかりだった（表 2）。

　sli.do の新たな利用法について尋ねた自由

記述項目への回答者はいなかった。

（3）匿名発言と実名発言について

　質問紙の後半部分である、匿名発言と実名

発言についての質問への回答結果を図 3 に示

す。全ての回答者から「そう思う」と「まあ

そう思う」を合わせた肯定的な回答が得られ

たのは、匿名発言は実名発言と比べて「発言

に対する緊張が少なくなる、発言する機会が

増える、普段は話しにくいことが言える、自

分の深い部分を表現できる」の 4 項目であっ

た。また、「全くそう思わない」と「あまり

そう思わない」を合わせた否定的な回答が多

かったのは「誰が発言したかわからないので

やる気が低下する（95.7％）」「攻撃的・批判

的な発言になる（87.0％）」「無責任な発言

になる（82.6％）」「クラスのみんなの『ウケ

ねらい』の発言をする（73.9％）」「話をおお

げさにしたり、嘘を言ったりする（87.0％）」

の 5 項目であった。回答がばらついたのは「良

いコメントがもらえそうな発言をする」「誰

が発言したかわからないので取り組まなくな

る」であった。

　匿名発言と実名発言の利点と欠点を自由記

述で尋ねた結果、8 名から回答が得られた。

一覧にしたものを表 3 に示す。匿名発言の利

点・欠点と実名発言の利点・欠点では表裏一

体であり、匿名発言の利点は実名発言の欠点

であるというような内容となっていた。匿名

発言と実名発言の有効な活用についての自由
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記述項目に回答した者は居なかった。

4．考察　

　結果を考察する前に一つ言及しておかなく

てはいけないのが、本調査の回答率の低さで

あり（57.5％）、通常授業の授業時間外課題

などで学籍番号とともに Google フォームへ

の入力を求めた場合と比較すると非常に低い。

研究依頼時に匿名である旨を伝えたことも理

由の一つだと考えられるが、ここに匿名の特

徴が表れているのではないかと思う。本調査

の内容や目的から匿名で行う必要性がある

と判断した上での実施であったが、回答者は

sli.do での発言に比較的積極的に参加した学

生だと思われるため、それ以外の学生たちの

意見が得られなかったことは今回の調査の限

界である。潜在的に居るであろう、sli.do 利

用や匿名発言に対して消極的あるいは批判的

な学生の意見をどう取り入れてゆくかが今後

の課題となる。

　以上を踏まえた上で、以下に調査の結果に

ついて考察する。

（1）sli.do について

1）発言のしやすさ・他者との意見交流機会

　sli.do を使用した学生らの反応からは、授

業での学びや発言意欲の高まりなどが示され

（表 1）、先行研究 4）で得られた「理解に役立っ

図 3　匿名発言と実名発言について
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た、やる気が出た、楽しかった」という肯定

的な評価と同様の傾向であった。発言のしや

すさについては、自由記述の回答（表 1）か

ら「匿名性によるもの」「文字入力によるも

の」の両方である可能性が考えられる。佐藤

（2008）２）はインターネットを使用したコミュ

ニケーションで自己開示が促進される際に、

匿名性によるものか会話様式（文字・声）に

よるものかを明確にすることの必要性に言及

しており、この点に留意して今後の使用方法

を考えることも重要だと思われる。

　匿名性の利点に関しては「落ち着いて・自

信がなくても・物怖じせず」発言できるとい

う記述があったが（表 3）、ここには匿名では

ない通常の対面発言で学生たちが感じている

緊張や不安が表れている。sli.do を語学の授

業で用いた先行研究 6）でも、間違えたり同輩

からいじめを受けたりすることを恐れて口頭

での回答を躊躇していた学生たちが、sli.do
の導入によって回答や質問を多く行い積極

的になったという結果が示されている。本研

究の対象となった授業では語学の授業のよう

に正解・不正解があるような回答は求められ

ないが、学生たちは自分の意見が正しいのか、

他者にどのように受け止められるかを気にし

て対面では発言しにくいのだと思われる。

　このことに関連するのが、sli.do の利点と

して多く挙げられていた「他者との意見交

流」、他の人の意見が見られて学びに繋がる・

参考になる・勉強になる、というものであ

り（表１）、sli.do と類似した双方向性のある

ICT ツールを用いた先行研究でも同様の傾向

であった７、８）。自分の意見は他の人と比べて

どうなのか、他の人はどのように考えている

のかを瞬時に一覧として知る機会は対面授業

ではまずない。sli.do では匿名で入力した自

分の回答が他の人の回答の中に交じって表示

され、同じような回答がある安心感や他より

秀でていると感じる満足感を得ることができ

る。また、教員からのコメント、中でも肯定

的なコメントを受けることは発言への意欲や

自己効力感を高めることに繋がる。

　実際の授業の中での例を挙げると、教育相

談を行う際の非言語情報の重要性を習得させ

るために、2 者間の会話場面の動画の視聴後

に気づいたことを sli.do で回答させたことが

あった。学生たちから挙げられた気づきは 2

者それぞれの表情や動作、声色や姿勢、視線

やジェスチャーなど多岐に渡った。一人が挙

げる項目は数個でも 40 名が挙げれば多数と

なり、それが他者と異なるものであれば希少

価値となる。これらの回答を共有した後に再

度動画を視聴させた結果、より多角的な視点

から新たな気づきを得たというコメントが寄

せられ、学びの深まりが実感できた。

2）授業への集中について

　sli.do を使用する際には学生は携帯電話から

操作を行うため、授業への集中がそがれるので

はないかと危惧したが、質問項目への回答では

否定された（表 1）。同様の結果を示す先行研

究もあったが４）、授業を聞きながら携帯電話を

操作することの難しさや集中への妨げに言及

する意見を紹介したものもあった８）。本研究で

出された sli.do の欠点にも、「授業に集中し

ていない人が増えるかも」「SNS を見ていた

りする人がいる」などの意見が挙がっており、

sli.do の使用が「携帯で他事をしやすい環境

を提供していること」は否めない。この点に

ついて、吉岡（2014）８）が作成したツール「も

ばくり」では、投稿一覧は前方のスクリーン

でしか見られない設定になっており、学生は

投稿後には携帯を操作する必要がない。sli.
do にはこのような機能はないが、自分の意見

の入力後には画面を閉じて携帯を置くように

指示するなど、同様の環境を作ることで授業

への集中を保つことが必要である。

　

（2）匿名発言と実名発言について

1）自己開示について

　匿名発言が実名発言と比べて良いとする回
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答の内容は、項目への回答からは、発言への

緊張軽減や発言機会の増加など、sli.do の利

点として挙げられていた匿名による要因とほ

ぼ同じものであった（図３）。さらに、普段

は話しにくいことや自分の深い部分を表現で

きるなど、匿名時の自己開示の度合いの深ま

りも示された。匿名発言時の自己開示につい

て 1 対１の面接条件で実験した研究９）では、

自己の匿名性は相互作用時の不安感を低減

させたが、自己開示への効果は見られなかっ

た。ここでは匿名性を「自己の匿名性」「他

者の匿名性」とさらに分離して検討しており、

他者の匿名性が自己開示を抑制することが明

らかとなっている。本研究で行われた匿名発

言では、自己の匿名性は保たれているが、受

け手は匿名の他者一名ではなく、受講生全

員である。クラス全体に向けて発言をする場

合、発言を目にするのはクラスの中の者に限

定され、発言に直接コメントするのは担当教

員である筆者である。このような状況は、佐

藤の研究を踏まえると「他者の匿名性」が保

たれた状態とは異なるのではないかと考えら

れる。糸川（2019）の研究 5）では他者を「面

識のある他者」「面識のない他者」というよ

うに分けて捉え、面識のある 3 人で合意形成

する際の匿名性の及ぼす影響を検討している。

面識のある者同士の匿名での議論は効率的に

合意形成に至るが否定的発言が少ないという

結果が導き出され、議論の発想・展開は匿名、

収斂は実名で行うテキストチャットシステム

の検討が行われているとのことである。本研

究で学生たちが匿名発言を行った相手の他者

は、ここでいう「面識のある他者」という位

置づけとなる。以上二つの先行研究の結果か

ら、今後の授業で匿名発言を有効に活用する

ためには、本研究で「匿名発言」として扱っ

たものを、自己と他者の匿名性を分離する視

点や、面識のある他者と面識のない他者を分

けて捉える視点などを新たに加え、より細分

化して検討する必要性がある。

2）「誹謗中傷」との関連について

　匿名発言で最も問題となっている誹謗中傷

に繋がる攻撃的・批判的発言や無責任発言に

ついては、今回の調査では否定される結果と

なった（図 3）。ツイッターなどで誹謗中傷

のトラブルがおこる落とし穴は「匿名」であ

ることだと言われているが 10）、佐藤（2012）

の研究 11）では匿名性の対象となる情報を 11

種類に分類し、コンピューターを介したコ

ミュニケーションで匿名の相手と会話する場

合、他者に関するどの情報をどれくらい知り

たいかを尋ねている。最も知りたい情報は性

別であり、次いで年齢、趣味、性格と続く。

本研究では学生たちの匿名発言の対象は同じ

授業の受講生であり、性別と年齢の情報は

既に明らかである。また、同じ学科に所属し、

2 年次までに同じ授業を受講し、様々な活動

を共にしているメンバーであり、お互いへの

親密度や理解度も高い。このため、いわゆる

インターネット上で誹謗中傷の原因とされる

匿名発言とは異なった状況となり、ある程度

の抑制のもとで節度のある匿名発言が行われ

ていたのではないかと思われる。

3）匿名発言の活用と注意点

　匿名発言と実名発言それぞれの利点と欠

点については発言のしやすさと発言への責任

が論点となっており、匿名発言では発言がし

やすいが責任が薄れる、実名発言では責任

のある発言になるがそれが故に発言がしにく

い、という結果であった（表 3）。これを見る

と、匿名発言と実名発言のどちらかが良いと

は一概に言えないが、他者からの視線を恐れ

て発言を躊躇する学生たちにとって、まずは

匿名発言を活用することで自らの意見を他者

に伝えることのハードルを低くすることがで

きるのではないかと思う。この点について吉

岡（2014）8）は、「学生を匿名でしか意見を

言えない状態に留めておいてよいというもの
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ではないが、本音で答えられる環境を提供す

ることが face to face の関係の中で本音をぶ

つけ合えるための「かけ橋」となりうるので

はないか」と述べている。筆者も、授業後の

コメントから学生たちが sli.do での自分自身

の匿名発言に対する他者の評価や反応によっ

て自信を持ち、発言への意欲を高める姿を感

じ取っており、匿名であっても発言を行うこ

とが他者への発信や交流の経験となっている

ことを実感している。学生の中には、筆者が

良いコメントをした匿名発言について実はあ

れは自分の発言であったと後から開示する者

も時々あり、結果的に実名での発言が行えて

いることともなっている。

　ただ、ここで一つ注意しておきたいのは、

授業内での sli.do での発言は受講生や教員を

受け手として行われているという場面上の制

約である。学生たちの中には自分の意見を他

者に知ってほしいという思いがあり、sli.do
での匿名発言はこの発言欲求を安全に満た

してくれる。sli.do の利点の中にも「自分の

意見を皆に知ってもらえた」というものがあ

り、さらに「どう思われるかと思って発言す

ると先生のコメントがすぐ返ってくるのが面

白かった」という意見もあった（表 1）。ここ

でいう先生のコメントとは、おそらく良いコ

メントのことであると思われ、授業で大勢に

向けて発言する際に、無意識であっても社会

的にのぞましい意見を言ってしまうことは十

分に予測できる。実際に sli.do に関する質問

項目の「良いコメントがもらえそうな発言を

する」については、肯定的な回答と否定的な

回答がばらついていた（図 1、全くそう思わ

ない 17％、そう思わない 22％、まあそう思

う 26％、そう思う 35％）。本研究で sli.do を

用いる際には、寄せられた回答を教室のスク

リーンで閲覧しながら担当教員がコメントを

加えるという形で活用しており、このことが

学生の発言にバイアスを与える要因になって

いるとも考えられる。野入（1999）12）はこ

の点について、学生と教員の間には成績を与

える側と与えられる側という権力関係が存在

していると述べている。匿名発言は直接の評

価にはつながらないとはいえ、SNS で「いい

ね」がたくさんつくことを求めるように、受

け手側の反応を過度に意識して偏った発言が

なされていないか、注意深く見守りながら活

用することが大切だと思われる。

（3）従来からの対面型授業への問い直し

　2020 年度は COVID-19 感染拡大防止を発

端に日本全国の大学で急速に ICT 活用が広

まる一年となった。筆者の授業でも対面授業

再開後にも、sli.do の他、Google フォームで

の意見入力や調査の実施、授業関連の連絡や

資料配付の学生ポータル利用、3 密を避ける

ための学内複数拠点での ZOOM や Microsoft 
Teams を用いた講義の実施など、現在の環境

下で可能な限りの ICT を教育に導入した。日

本の大学における ICT 活用は従来から進めら

れており、学内に LMS を導入している大学

は 2014 年時点で半数に及んでいる 13）。高等

教育における ICT を活用した授業実践の方法

についても以前から各種報告されているが 14）、

本学ではハード面での制約や利用体制・サ

ポートシステムの不備などがあり、実用は難

しいのではないかと二の足を踏んでいたとい

うのが実情である。しかし今回のコロナ禍で

はこれらの問題にも対処せざるを得ず、LMS
や ZOOM、Microsoft Teams、sli.do などの

ICT ツールの使い方に関する FD 研修会を 5

月と 9 月に総合教育センターの主導で実施し、

全教員の ICT 技術を高める取り組みを行った。

　ツールとしての ICT の利用方法をある程度

習得し一定の効果を実感した今、コロナ禍を

抜け出した後に従来通りの対面型授業を行う

という選択肢はもう無いと言っても良いであ

ろう。対面型授業の機能を補完し強化する形

で ICT 活用を行えば、これから情報化社会で

活躍してゆく学生にとって有益な授業を提供
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することができる。江澤（2019）15）はイン

ターネット時代では一般市民が情報を受信す

る側であるのと同時に情報を複製・加工して

発信する側ともなることから、情報発信者の

倫理として守るべきマナーや社会的規範が必

要であると述べている。また、「自分独自の

判断は思い込みや偏見にとらわれる危険性が

大であることに留意」し、「社会的な知のネッ

トワークを構築する努力が重要である」15）と

している。この点について、sli.do の活用は、

学生各自が匿名性を保ちながら同じ授業の受

講生という限定的匿名性のある他者との意見

交流を通して自らの意見の位置づけを知るこ

とを可能にする貴重な場である。自分と同じ

意見や異なった意見に触れながら、一つの事

柄に対する多角的な捉え方や多様な反応を即

時に知ることは、従来の対面型授業の手法で

は実現できないものであり、ICT ツールの活

用によってこそ可能となるものである。今後

は、匿名性の構成要素や分類を細分化し、実

名発言へのかけ橋となるような匿名発言をど

のような条件で行うことが有効であるか引き

続き検討し、対面授業の中に ICT ツールを

取り入れて行きたいと思う。

文献
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1. 目的

　新型コロナウイルス（以下、COVID-19）

の感染拡大により、2020 年度は異例尽くし

の大学生活となった。大垣女子短期大学（以

下、本学）でも通常は 4 月第 1 週目に実施さ

れる全学生向けのオリエンテーションが延期

され、5 月第 2 週目から遠隔授業の開始、6

月に入ってやっと学生たちが登校して対面授

業が始まった。その後も終日のマスク着用、

間隔を空けた座席で会話や発言・発声を控え

ての授業や昼食など、制約の多い大学生活と

なった。本稿では、コロナ禍での本学の学生

相談室活動を振り返って現状を把握するとと

もに、今後必要な対応について考える。

2．本学での 2020 年度の取り組み

（1）学生相談室のオリエンテーション

　例年は 4 月第 1 週のオリエンテーション

期間に全学年の教室を回り、学生相談室の

紹介と相談方法の説明、相談カードの配付な

どを行っているが、2020 年度は中止となっ

た。その代わりに 1 年次生を対象とした初年

次教育の「教養・キャリア基礎演習Ⅰ」の中

で保健室と合同の「心身の健康について」と

いう講義を 1 コマ実施した。学生相談室の場

所や相談室内の様子、相談方法などを写真

も交えたスライドで説明した。講義の実施は

3 密を避けるため学内 4 か所での Microsoft 

Teams による遠隔実施となった。この講義で

次に述べる UPI（University　Personality 
Inventory、学生精神的健康調査）の項目の

構成や結果説明会についても説明した。

（2）UPI の実施

　UPI1）は全国学生保健管理協会によって

1968 年に開発された心理検査で、大学生の

心身の健康状態を把握して早期対応に活かす

ために多くの大学で用いられている。（項目

内容は巻末の付表 1 を参照）。本学でも 2008

年度から毎年実施しており、例年はオリエン

テーション時に UPI 質問用紙を配付しその

場で記入させて回収していた。2020 年度は

5 月の遠隔授業期間に学生ポータル（本学の

Learning Management System :LMS） を

通じて Google フォームへの入力という形で

実施した。UPI 結果の研究利用については

2018 年度と 2019 年度に本学研究委員会の

審査を経て承認されており（承認番号 30-14、

R1-7）以下の分析は、研究参加への同意の得

られた者の結果のみを用いて行った。

　全体の結果を Student のｔ検定を用いて

2019 年度の結果と比較したところ、総合得

点と身体症状で有意差が見られた（統計学的

有意水準は p<.05 とした）。いずれも 2019

年度の方が高得点で、より不調を示す結果と

なった（総合得点 2019 年度 13.5 点、2020

年度12.1点、p=0.034、身体症状2019年度3.4

1）大垣女子短期大学総合教育センター・学生相談室、臨床心理士・公認心理師

コロナ禍での学生相談室の活動

茂　木　七　香１）

The Activity Report of the Student Counseling Room in the 
Coronavirus Spread

Nanaka MOGI
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点、2020 年 度 2.5 点、p<.001、N は 2019

年度 372 名、2020 年度 394 名、図１）。

　さらに学年ごとでも、Student のｔ検定を

用いて 2019 年度の結果と 2020 年度の結果

を比較した。1 年次生では身体症状に有意差

が見られ（2019 年度 3.6 点、2020 年度 2.7
点、p=0.003、N は 2019 年度 156 名、2020

年度 171 名、図２）、2019 年度の方が不調

を示す傾向であった。2 年次生では総合得点

と身体症状、抑うつ傾向に有意差が見られた

が（総合得点 2019 年度 14.9 点、2020 年度

11.7 点、p=0.006、身体症状 2019 年度 3.5 点、

2020 年度 2.5 点、p=0.001、抑うつ 2019 年

度 6.4 点、2020 年 度 4.8 点、p=0.002、N
は 2019 年度 153 名、2020 年度 143 名、図

３）、いずれも 2019 年度の方が不調を示す

傾向であった。3 年次生は他学年と異なり、

2020 年度の方が不調を示す傾向のある項目

が多かったが、有意差のあるものはなかった

（総合得点 2019 年度 9.7 点、2020 年度 10.9
点、抑うつ 2019 年度 4.1 点、2020 年度 4.9 点、

不安 2019 年度 1.7 点、2020 年度 2.2 点、N
は 2019 年度 63 名、2020 年度 80 名、図４）。

　また、UPI60 項目の他に「今、困ってい

ること」「伝えたいこと」などを書く自由記

述欄を設けたが、記入者は、2019 年度 35 名、

2020 年度 24 名であった。記述のあった者に

は個別に連絡し必要な場合にはメールでも相

談できる旨を伝えた所 3 名の希望があり、１

～ 3 回のメール相談を実施した。

　これらの結果から、全体的にみるとコロナ

禍であった 2020 年度の学生の精神的不調が

前年度と比べて高かったわけではないという

ことが分かる。むしろ通常通り新学期が始ま

り通学していた 2019 年度の方が不調が多く、

特に身体的症状を感じた者が多かった。2020

年度の調査実施は遠隔授業が始まって数週

間ほどの時期であり、自粛生活で外出を避け

ながら授業を受け始めた頃であったため、そ

れほど強い不調を自覚することがなかったの

かもしれない。しかし他学年と比べて 3 年生

の精神的不調の自覚は 2020 年度の方が強く、

図 3　UPI 結果の年度別の比較（二年次生）

図 4　UPI 結果の年度別の比較（三年次生）

*：p<.05　　*** ：p<.001

*** ：p<.001

図 1　UPI 結果の年度別の比較（全体）

図 2　UPI 結果の年度別の比較（一年次生）

** ：p<.01
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後に述べる前期の振り返りアンケートの結果

とも関連するが、就職活動を行う学年である

ことが関係しているとも考えられる。

（3）前期の振り返りアンケートから

　前期終了時に遠隔授業期間の振り返りと学

生の学習環境や生活状況、精神状態、経済状

態、就活への影響などを把握するためのアン

ケート調査を本学総合教育センターが実施し

た。COVID-19 による精神的不調について問

う項目では、不調を「感じる」「かなり感じ

る」「強く感じる」と回答した学生は全体の

26.2％であった。学年ごとに集計したところ、

1 年次生 25.6％、2 年次生 25.5％、3 年次生

27.8％と、3 年次生で最も多い傾向であった。

同アンケート内の COVID-19 の就職活動へ

の影響で「ややある」「かなりある」と答え

た学生が 49.6％であったことも精神的不調の

原因の一つなのではないかと思われる。この

アンケートは匿名で実施したため、学生への

結果フィードバック時に不調や問題を抱えて

いる場合の各部署の連絡先を明記した。

（4）その他の活動

　例年同様、各学科掲示板に季節ごとの学生

相談室だよりを掲示したが、その中に、海外

の専門家団体２、３）や日本学生相談学会４）か

らの情報を参考にして COVID-19 の影響で

現れやすい精神的不調などに関する説明を掲

載し、必要時の学生相談室受診を呼びかけ

た。また、筆者の担当する授業の中でも、「コ

ロナ不安５）」「コロナうつ」について取り上げ、

一人で抱え込まず誰かに相談するよう呼びか

けて学生相談室の利用方法も再度説明した。

（5）学生相談室の相談件数

　遠隔授業実施期間にメールでの相談希望が

あった。相談者と相談員双方の COVID-19

の感染の可能性も踏まえ、学生相談室内の環

境整備（①対面席に距離を取るための机・椅

子の移動、②手指消毒液の設置）、相談上の

ルールの提示と申込書の作成（発熱や咳・鼻

水などの体調確認項目、緊急時の連絡先と開

示内容など）を新たに行った。これらの対応

には、日本学生相談機関代表者協議会会員と

のオンライン上での情報交換により把握した

他大学での取組を参考にした。

　2020 年度 12 月末時点での相談件数は新

規 9 名、継続 3 名、延べ 28 件であり、2019

年度の同期間の 77 件と比較すると非常に少

ない。この数字が何を意味するのか、今すぐ

に理由は明らかにできないが、授業などの日

常場面で学生と接していて感じるのは「非日

常」感覚である。コロナ禍以前にも継続的に

学生相談室を利用していた学生が就活や卒

業課題などで忙しくなり、相談に行きたいの

だが忙しくてそれどころではない、と言いな

がら無事に就職を決め卒業していくケースな

どが見られていた。コロナ禍の大学生活はこ

れらのケースのように、今はとにかく非常事

態で目の前のことをこなすのに精いっぱいで

あり自らの悩みや不調に没頭することもでき

ない、という状況なのかもしれない。今の所

COVID-19 を原因とした退学者や休学者の増

加も見られないので、皆何とか自分自身の力

で持ちこたえているようだが、今後全体的な

ケアが必要であると感じる。

2．コロナ禍の学生相談

（1）学生相談に関する情報共有

　突然始まった未曾有の事態に本学の学生

相談室ではどのような対応をすれば良いのか

を模索していた時に、筆者の所属している日

本学生相談学会からの情報が非常に役立った。

HP 上 4）への掲載と同時に全会員にメール

で送られてきた「新型コロナウィルス感染症

（COVID-19）への対応について」は 2020

年 3 月 2 日を始めとして 5 月 27 日までに

第 5 報となり、学生への情報や遠隔相談の実

施、感染防止を伴った対面相談の留意点など、

様々な情報がガイドラインなどととともに届

けられた 6）。これらを参考にしながら、本学

での新たな相談体制を整えることができた。

4123456789
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　大半の大学では遠隔授業が継続されていた

ため、その後のセミナーや研修会では主に遠

隔相談実施上の問題点などが議論され共有さ

れていたが、考えておくべき事態として参考

になった。遠隔相談を安全に行うためには相

談者が「Wi-Fi のある自分ひとりの部屋」を

獲得する必要がある 7）といわれるが、先述

の前期の振り返りアンケートから学生の通信

環境や機器整備には格差があり、家族から離

れた落ち着いた場所で相談することが難しい

ケースも想定された。今後の感染拡大状況で

遠隔相談を導入する際の検討事項である。

（2）今後、やるべきこと

　本学では 2020 年 6 月以降 2021 年 1 月現

在まで対面授業を継続できているため、多

くの大学で言われているような遠隔授業によ

る学生の孤立化という問題は生じてはいな

い。しかしコロナ禍での 2020 年度の大学生

活を、高石（2020）の言う「当然あったは

ずの『キャンパスライフ』の喪失」と捉える

と、「すべての学生にとって、これから長い

時間をかけて回復していく必要のある心の傷

つきをもたらした」ということとなる 8）。ま

た、COVID-19 による影響は、本来学生相談

室が主に対象としている精神的健康のみなら

ず、学生本人や保護者の経済状態悪化や就職

活動への支障、学習機会の制約など多岐にわ

たる。このため、「心理学的支援の専門家と

して、学生の心の回復や成長のための支援を

行う」ことが使命である学生相談にとって 9）、

学生一人一人が抱える問題を解決し支えるた

めには、「相談室単体ではなく、教務課や就

職キャリア相談など様々な窓口が連携してい

く必要」があり 10）、「これまで大学がやって

こなかったようなこともそれぞれの役割を総

動員しながらチャレンジしていく姿勢がこれ

からは必要になる」10）と思われる。

　本学でも、学生たちが COVID-19 による

慢性ストレスを抱えて生活していることは間

違いない事実であるが、そのことは学生相

談室の利用件数にも直接的に表れてはおら

ず、各学科の学生支援担当教員からも相談と

して挙がってはこない。授業の折などに聞く

個々の学生の声からは、仕方ないとかみんな

そうなのだからという諦めとも言える思いが

伝わってくるが、だからといっていつまでも

頑張れるわけではない。杉原（2020）は学生

相談担当者との座談会の中で「大学には相談

室があるので来てくださいという待ちの姿勢

ではなく、何かしらこちらからアクセスする

方法を探っていかなければならないと思って

います」と述べており 10）、学生相談室に相談

に訪れる、という従来の形に囚われずに、学

生たちの精神的健康をなんとかして少しでも

向上させる方法を考える必要がある。

　とりあえず筆者がすぐにできることとし

ては、「授業に取り入れる」という方法があ

る。担当授業の中に心の健康への気づきや

ストレス対処法などの内容を今まで以上に取

り入れ、全体の意識を高めるのである。また、

「相談予約」という形ではなく、気軽に寄っ

てちょっと話せる場所があれば、問題を抱え

ていても「相談するほどのことではないので

…」と相談室利用をためらっている学生が足

を向けやすいかもしれない。COVID-19 感染

防止のため対面での会話は極力避ける必要が

あるのならば、オンライン上に匿名でつぶや

いたりストレスを吐き出したりする場所を作

れないだろうか。2021 年度を迎えても、学

生だけでなく教職員も含め全ての大学構成員

が COVID-19 による慢性的な不安とストレ

スにさらされた状態で過ごすことが予測され

るため、学生相談室からの発信でできること

は何かを引き続き考えながら臨機応変な対応

を行っていくこととする。
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pp.10-11.
2）日本心理学会広報委員会：もしも「距

離を保つ」ことを求められたなら　あな

た自身の安全のために（アメリカ心理

学会の記事の日本心理学会広報委員会

による翻訳）https://psych.or.jp/about/
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彙 報

学外における主な研究・教育並びに社会活動

（令和 2年 4月～令和 3年 3月）

A．論文・著書、学会等研究活動、作品展・演奏活動

論文・著書

氏　　名 共同研究者 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

松村　　齋 大橋　淳子

垣添　忠厚 他
子どもとともに未来をデザインする 保
育者・教育者論

共著 わかば社 2.10.25

田中　卓也

（静岡産業大学）

他

日本乳幼児教育学会自主シンポジウム 指定討論者 愛知教育大学（遠隔地

による）

2.11.14

光井　恵子 越山沙千子 他 領域「表現」における「専門的事項」の教

授内容の検討～教科書目次及びシラバスの

テキストマイニングをもとに～

論文 乳幼児教育・保育者養

成研究　第 1 号

2.11.20

吉永　早苗 他 領域「表現」の遠隔授業事例から考え

る「保育者の実践力」

ポスター発表 日本乳幼児教育・保育

者養成学会　保育教諭

養成課程研究大会

2.12.6

田中　久志 マンガ社会のとびら 新聞連載 中日週刊こどもウイー

クリー

2.1.4 ～

2.6.20

伊豫　治好 中山　　唯

三宅　佑佳

（デザイン美術

学科学生）

「すきなせかい」　「寒地の使い」 出展及び受賞「ASIAGRAPH 2020 
i n  G i f u  C G  A r t 
Gallery」

2.11.25

宮川　友子 Stay at home 作品 Twitter 2.4.12

名古屋市 子ども・若者 総合相談セン

ター 終結カード

作品 名古屋市 子ども・若

者 総合相談センター

2.10.1

所蔵ポスター展リーフレット寄稿「ワ

ルシャワ・ショーモン・ラハティ 世界の、

ポスターのある街から。」

執筆 日本国際ポスター美術館 2.10.23

デザイン美術学科

学生 1 名

大垣城ライトアップ告知ポスター ポスター 大垣市内各所 2.11.1

大垣まつり行列ポスター展「神楽山車、

大黒山車、恵比須山車」

ポスター OKB ストリート、

大垣共立銀行本店

2.11.22 〜

3.1.31
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氏　　名 共同研究者 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

宮川　友子 デザイン美術学科

学生 2 名

大垣女子短期大学デザイン美術学科 1

年生有志展「Chirari」
ポスター 大垣女子短期大学 2.12.16

「ピアノトリオコンサート」ポスター ポスター ぎふ清流文化プラザ 3.1.6

デザイン美術学科

学生 3 名

大垣市トリックアートによる街づくり

実証実験

作品 大垣市役所 3.2.22 〜

3.31

「Cello Cello Cello! チェロ四重奏演奏

会」ポスター

ポスター ぎふ清流文化プラザ 3.3.31

小原　　勝 目瀬　　浩

山本　大介

高倉　裕明

海原　康孝

石川　隆義

採取唾液 48 時間後の口腔常在菌叢の

変化

原著論文 全国大学歯科衛生士教

育協議会雑誌10号 (通
算 25 号 )　29 ～ 38

3.3.15

海原　康孝 村上　大輔

稲田　絵美

齊藤　一誠

海原　康孝

野上有紀子

櫻井　　薫

山崎　要一

第 57 回日本小児歯科学会大会　小児

における顔面軟組織成長変化の長期縦

断研究

学会（ポス

ター発表）

オンライン開催 2.5.21 ～

2.5.22

新里　法子

海原　康孝

笹原妃佐子

上田　裕次

上川　克己

細原　賢一

山﨑　健次

香西　克之

第 5 回日本子ども虐待防止歯科研究会

学術大会　「被虐待児童のスクリーニ

ングに役立つ小学校教員を対象とした

質問項目の検討」

学会（ポス

ター発表）

オンライン開催 2.11.8

Nogami Y.,
Saitoh I.,
Inada E.,
Kaihara. Y.,
et. al

Prevalence of an incompetent lip seal 
during growth periods throughout 
Japan: a large-scale, survey-based, 
cross-sectional　study 

原著論文 Environmental Health
and Preventive Medicine

3.1.21

Inada E.,
Saitoh I.,
Kaihara. Y.,
Yamasaki Y.

Factors related to mouth-breathing 
syndrome and the influence of an 
incompetent lip seal on facial soft 
tissue form in children

総説 Pediatric Dental Journal 3.3.6

小原　　勝

目瀬　　浩

山本　大介

高倉　裕明

海原　康孝

石川　隆義

採取唾液 48 時間後の口腔常在菌叢の

変化

原著論文 全国大学歯科衛生士教

育協議会雑誌　第 10

号，29-38

3.3.15
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氏　　名 共同研究者 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

久本たき子 飯岡　美幸 他職種からみた歯科衛生士業務の認知

度調査結果報告

ポスター発表 日本歯科衛生教育学会

（WEB）

2.12.18 ～

2.12.28

水嶋　広美 相原　喜子

夏目　長門

新崎　章

井村　秀人

新美　照幸

速水　佳世

古川　博雄

高坂　利美

西條　英人

歯科衛生士国家試験における先天異常

に関する出題傾向　第 2 報　第 24 回

（2015 年）～第 28 回（2019 年）

ポスター 第 17 回口腔ケア学会

総会・学術大会

2.9.2

相原　喜子

夏目　長門

早川　統子

井上知佐子

伊藤真里奈

井村　秀人

新美　照幸

古川　博雄

高坂　利美

歯科衛生士国家試験における先天異常

に関する出題傾向

論文 日本口腔ケア学会 .14(2) 2.11.8

今井　藍子 阿尾　敦子

川畠　智子

歯科衛生学科学生のルーブリック評価

を活用した相互実習レポートの教育効

果に関する検討

論文 大垣女子短期大学紀要

第 61 号

2.5.31

川畠　智子 阿尾　敦子

藤澤さち子

今井　藍子

久本たき子

歯科衛生学科学生による歯科保健指導

を受けた看護学科学生の意識変化に関

する調査報告

論文 大垣女子短期大学紀要

第 61 号

2.5.31

鍬原　直美 小児看護学実習における学生の対象理解

～実習終了時の面接記録からの分析～

Web 発表 第 51回　日本看護学会

看護教育

2.11.1 ～

2.11.30

学童期にある慢性疾患児の病気認知と

自己評価

論文 小児保健研究　第 79

巻第 6 号

2.11.30

戸村　佳美 緒方京

我部山キヨ子

母親が捉える男児の性への興味・関心

の程度

ポスター発表 第 39 回　日本思春期

学会

2.9.17 ～

2.9.23

（Web 開催）

緒方京

我部山キヨ子

母親が男児に伝えたいと考える性教育

―小学校高学年の男児を持つ母親の調

査から―

ポスター発表 第 61 回　日本母性衛

生学会

2.10.9 ～

2.10.10

（Web 開催）

緒方京

我部山キヨ子

小学校高学年の男児の性に関する母親

の不安

ポスター発表 第 61 回　日本母性衛

生学会

2.10.9 ～

2.10.10

（Web 開催）

茂木　七香 U P I ( U n i v e r s i t y  P e r s o n a l i t y 
Inventory) を用いた、学生相談室利用

促進のための取組

論文 大垣女子短期大学紀要

第 61 号

2.5.31
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氏　　名 共同研究者 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

茂木　七香 女子短期大学における「女性学」授業

のあり方

―本学の取り組みを振り返って―

論文 大垣女子短期大学紀要

第 61 号

2.5.31

矢田貝真一 初年次教育における全学科混成少人数グ

ループ演習（基礎ゼミ）の役割と成果

論文 大垣女子短期大学紀要

第 61 号

2.5.31

矢田貝真一 他学科学生との交流が初年次生の学修

意欲に及ぼす効果

―全学科混成少人数グループ演習 ( 基
礎ゼミ ) ワークシートの分析から―

学会発表

（不参集）

初年次教育学会第 13

回大会発表要旨集　

50-51

2.9.4
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B．社会的・啓発的活動

氏　　名 主催・共催 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

松村　　齋 岐阜県教育委

員会

岐阜県発達障がい児童生徒支援事業 専門支援員 岐阜県 ２.4.1

岐阜県障害福

祉課

岐阜県地域療育システム推進会議 学識経験者 岐阜県 ２.4.1

大垣市学校教

育課

大垣市教育支援会議 学識経験者 大垣市 ２.4.1

長浜市 長浜市専門家チーム及び巡回相談員 学識経験者 長浜市 ２.4.1

滋賀県教育委

員会

滋賀県初任者研修（幼稚園） 講師 滋賀県 ２.7.21

滋賀県教育委

員会

滋賀県 10 年経験者研修 講師 滋賀県 ２.8.24

光井　恵子 文部科学省 教員免許状更新講習「幼児期における

音楽表現活動の必要性」

講師 大垣女子短期大学 2.8.5

文部科学省 教員免許状更新講習「幼児期の運動と

音楽表現」

講師 大垣女子短期大学 2.8.7

大垣市こども

未来部子育て

支援課

大垣市子育て支援会議 会長 大垣市 2.10.21

大垣市子育て総

合支援センター

子育て講座 講師 大垣市南部子育支援セ

ンター

2.9.24

3.1.25

今村　民子 笠松町 子育て応援教室たんぽぽ 講師 笠松町保健センター 2.6.15

2.7.20

2.8.31

2.9.15

2.10.27

2.11.24

2.12.22

3.1.26

3.2.16

3.3.23

文部科学省 免許状更新講習「保護者支援～よりよ

い関係づくりを目ざして～」

講師 大垣女子短期大学 2.8.23

2.8.24

笠松町振興公社 笠松町ことばの教室学習会 講師 笠松町ことばの教室 3.2.8

大橋　淳子 大垣市子育て

支援課

大垣市墨俣児童館運営委員会 委員長 大垣市墨俣地域事務所 3.2.16

大垣市子育て

支援課

大垣市「保育士等職場復帰セミナー」 講義 大垣市南部子育て支援

センター

2.10.5

垣添　忠厚 垂井町 垂井町子ども子育て会議 会長 垂井町 2.4.1

文部科学省 教員免許状更新講習「幼児の運動」 講師 大垣女子短期大学 2.8.6
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氏　　名 主催・共催 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

立崎　博則 文部科学省 教員免許状更新講習「子どもの造形表

現とこころ」

講義・演習 大垣女子短期大学 2.8.19

2.8.20

山県市保育研

究会

子どもと楽しむ造形表現 講義・演習 山県市高富保育園、伊自

良保育園、みやま保育園、

大桜保育園、富岡保育園、

富波保育園、梅原保育園

（遠隔で実施）

3.1.31

名和　孝浩 文部科学省 教員免許状更新講習「幼児の遊びの充

実と保育の質」

講師 大垣女子短期大学 2.8.6

キートスガー

デン幼稚園

保育でみられる遊びのしかけ 講師 キートスガーデン幼稚園 3.3.13

田中　久志 岐阜新聞社 第 48 回岐阜県広告協会賞　審査会 委員長 2.5.28

岐阜県図書館企

画課企画振興係

おすすめの 1 冊コンクール

イラストポップ部門　作品審査会

委員 2.10.24

田中　久志

黒田　　皇

伊豫　治好

長久保光弘

宮川　友子

大垣女子短期

大学

ASIAGRAPH 2020 in Gifu CG Art 
Gallery

　作品展示部門

運営 岐阜県美術館 2.11.25 ～

2.11.29

宮川　友子 公益財団法人

みらい芸術・

文化基金

公益財団法人みらい芸術・文化基金　

評議員

評議員 継続

International 
Reggae Poster 
Contest

Pre-selection Judging 審査員 https://www.
reggaepostercontest.com/

2.5.10

Bienal del 
Cartel Bolivia 
BICeBé

International Poster Design Council 
BICeBé

評議員 2.6.1

大垣市都市計画課 都市計画景観審議会 委員 2.8.6 ～

ポーランド日本

情報工科大学

For | Against Poster Competition 審査員 Dydo Poster Gallery 
in Kraków（展覧会）

2.10.3

日本国際ポス

ター美術館

第 19 回全国高校生ポスターコンクール 審査員 3.2.20

日本国際ポス

ター美術館

所蔵ポスター展トーク 講演 2.10.23

神戸町 神戸町公用車ラッピングデザイン 研究事業 神戸町 3.2.16 〜

服部　篤典 大森石油株式

会社

オーモリウインドアンサンブルファミリーコ

ンサート

指揮 愛知文理大学文化フォー

ラム（稲沢市民会館）

2.12.5

愛知淑徳学園 愛知淑徳中学・高等学校吹奏楽部第 34

回定期演奏会

指揮 日本特殊陶業市民会館 3.3.24
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氏　　名 主催・共催 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

菅田　文子 日本音楽療法

学会四国支部

音楽療法で使う即興と伴奏 講演 オンライン 2.9.13

鈴木　孝育 愛知県吹奏楽

連盟

愛知県高等学校吹奏楽連盟 顧問 愛知県 2.4.1 ～

東海吹奏楽連盟 東海吹奏楽連盟 事務局次長 東海 2.4.1 ～

大垣市 大垣市行政不服審査会 委員 大垣市 2.10.1 ～

大垣市 大垣市情報公開審査会 委員 大垣市 2.10.1 ～

大垣市 大垣市個人情報保護審査会 委員 大垣市 2.10.1 ～

愛知県吹奏楽

連盟

2020 年度中部日本個人・重奏コンテス

ト県大会

審査員 西尾市文化会館 3.2.27

愛知県吹奏楽

連盟

愛知県高等学校吹奏楽連盟理事会 顧問 朝日新聞名古屋本社 3.3.16

岐阜県 岐阜県後期高齢者医療広域連合情報公

開・個人情報保護審査会

委員 岐阜県 3.3.23 ～

「管楽器ソロコ

ンテスト in 東

海」実行委員会

第７回管楽器ソロコンテスト in 東海 審査員 名古屋芸術大学 3.3.29

岐阜県立長良

高等学校・岐

山高等学校

岐阜県立岐山高校・長良高校合同発表会 講師 岐阜県立岐山高等学校 2.12.6

松永　幸宏 管楽器調整会 修理 松栄堂楽器本店 2.7.4

横井　香織 公益財団法人

大垣国際交流

協会

公益財団法人　大垣国際交流協会

令和 2 年度　定時評議員会

評議員 大垣市スイトピアセンター 2.6.17

大垣市 大垣市市民環境賞選考委員会 委員 大垣市 2.9.30 ～

3.3.31

大垣市 大垣市環境審議会 委員 大垣市役所 2.10.9
2.10.29

大垣市教育委

員会

大垣市日本昭和音楽村運営協議会 委員 大垣市日本昭和音楽村 ～ 2.10.31

2.11.1 ～

カワイ音楽コン

クール委員会

第 54 回カワイ音楽コンクール

カワイこどもピアノコンクール

岐阜地区オーディション

審査員 岐阜市文化センター小

劇場

2.12.26

3.1.17

カワイ音楽コン

クール委員会

第 54 回カワイ音楽コンクール

カワイこどもピアノコンクール

名古屋地区オーディション

審査員 中電ホール 3.1.10
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氏　　名 主催・共催 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

石川　隆義 全国大学歯科

衛生士教育協

議会

令和 2 年度第 1 回全国大学歯科衛生士

教育協議会役員会

意見交換 ZOOM 会議 2.7.2

全国大学歯科

衛生士教育協

議会

令和 2 年度第 2 回全国大学歯科衛生士

教育協議会役員会

意見交換 ZOOM 会議 2.7.21

日本歯科心身

医学会

令和 2 年度日本歯科心身医学会理事・

評議員会

意見交換 ZOOM 会議 2.7.29

大垣市 令和２年度第 1 回大垣市行政改革推進

審議会

審議委員 大垣市役所 2.7.30

文部科学省 教員免許状更新講習「保育者が知って

おきたい子どもの歯と口の病気」

講演 大垣女子短期大学 2.8.8

全国大学歯科

衛生士教育協

議会

令和 2 年度第 3 回全国大学歯科衛生士

教育協議会役員会

意見交換 ZOOM 会議 2.8.20

石川　隆義

久本たき子

水嶋　広美

岐阜県歯科医

師会・大垣女

子短期大学

岐阜県歯科医師会への第 1 回臨床実習

説明会

会議 岐阜県歯科医師会館 2.8.27

石川　隆義

久本たき子

水嶋　広美

飯岡　美幸

岐阜県歯科医

師会・大垣女

子短期大学

岐阜県歯科医師会への第 2 回臨床実習

説明会

会議 岐阜県歯科医師会館 2.9.3

石川　隆義

久本たき子

水嶋　広美

岐阜県歯科医

師会・大垣女

子短期大学

大垣歯科医師会への第 2 回臨床実習説

明会

会議 大垣歯科医師会館 2.9.3

石川　隆義 全国大学歯科

衛生士教育協

議会

令和 2 年度全国大学歯科衛生士教育協

議会臨時総会・教育研究委員会

意見交換 ZOOM 会議 2.9.5

大垣市 令和２年度第 2 回大垣市行政改革推進

審議会

審議委員 大垣市役所 2.10.1

大垣市 令和２年度大垣市個人情報保護審議会 議長（会長）大垣市役所 2.10.5

大垣市 令和２年度第 3 回大垣市行政改革推進

審議会

審議委員 大垣市役所 2.10.14

大垣市 令和２年度第 4 回大垣市行政改革推進

審議会

審議委員 大垣市役所 2.11.2

大垣市 令和２年度第 5 回大垣市行政改革推進

審議会

審議委員 大垣市役所 3.2.3

石川　隆義

久本たき子

海原　康孝

水嶋　広美

大垣女子短期

大学・大垣歯

科医師会

大垣女子短期大学と大垣歯科医師会と

の懇談会

意見交換 大垣女子短期大学 3.3.11
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氏　　名 主催・共催 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

石川　隆義 広島大学歯学部 チーム歯科医療学 講義 広島大学歯学部 2.7.2

文部科学省 教員免許状更新講習「保育者が知って

おきたい子どもの歯と口の病気」

講演 大垣女子短期大学 2.8.21

小原　　勝 大垣市 令和 2 年度　大垣市公営企画等審議委

員会

委員 大垣市役所 2.8.12

海原　康孝 文部科学省 教員免許状更新講習会「保育者が知っ

ておきたい子どもの歯と口の病気」 
講演 大垣女子短期大学 2.8.8

文部科学省 教員免許状更新講習会「保育者が知っ

ておきたい子どもの歯と口の病気 」
講演 大垣女子短期大学 2.8.21

ネットワーク

大学コンソー

シアム岐阜

講演会　令和 2 年度公開講座「岐阜に

生きる　岐阜と生きる」

第 8 回　地域で育む輝く子どもの未来

－児童虐待防止に向けて私たちができ

ること－

学術講演会 岐阜大学サテライト

キャンパス

2.10.1

羽島市歯科医

師会

指導者研修会

「歯科からの気になる子どもたちへの支

援　－児童虐待防止への取り組みと発

達障害児（者）に対する対応－」

学術講演会 笠松中央公民館 2.10.15

阿尾　敦子 岐阜県歯科衛生士会西濃支部 役員 31.4.1 ～

3.3.31

水嶋　広美 日本口腔ケア

学会

日本口腔ケア学会 評議員 2.4 ～

野網　淳子 岐阜県立大垣

商業高等学校

新型コロナウィルス感染症等の感染

症対策に対する理解を深める

講義・演習 岐阜県立大垣商業高等学校 2.1.15

戸村　佳美 A病院産科病棟 産後 2 週間健診に関する研究 共同研究 A 病院 1.8 ～継続

北方町立北方

小学校

命を大切にするために 講演 北方町立北方小学校 2.12.22

岐阜協立大学 母子を見守り支援する社会を目指して 講演 岐阜県立大垣商業高等学校 3.1.8

矢田貝真一 大垣市 大垣市廃棄物減量等推進審議会 審議会委員

（会長）

大垣市 継続

岐阜県後期高齢

者医療広域連合

情報公開・個人情報保護審査会 審査会委員

（会長）

岐阜県後期高齢者医療

広域連合

継続

大垣市 情報公開・個人情報保護審査会 審査会委員 大垣市 継続

茂木　七香 大垣市地域創

生戦略課

大垣市地域創生総合戦略推進委員会 委員 大垣市役所

大垣市男女共

同参画推進室

大垣市男女共同参画推進審議会 委員 大垣市役所

大垣市役所企

画部人事課

大垣市メンタルヘルス事業 講義・個別

相談員

大垣市役所 2.4.1―
3.3.31
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氏　　名 主催・共催 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

茂木　七香 文部科学省 教員免許状更新講習「子どもの造形表

現とこころ」

講義 大垣女子短期大学 2.8.19

2.8.20

大垣市立主任

保育者会

大垣市立主任保育者会　第 2 回研修会 講演 南部子育て支援センター 2.8.21

ネットワーク

大学コンソー

シアム岐阜

子育て期の疑問や不安の解消に役立つ

心理学の知識

講義 岐阜大学サテライト

キャンパス

2.9.16

大垣市・大垣

女子短期大学

子育てママ大学「子育て中の『なぜ？』

を解き明かす～知っていると役に立つ

発達心理学～」

講演 大垣女子短期大学 2.10.1
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C．出　前　講　義

氏　　名 主催・共催 題　　　　　目 形　式 発表の場 発表年月日

大橋　淳子 ㈱さんぽう 高校内ガイダンス 講義・実技 岐阜県立大垣養老高等学校 2.11.11

㈱ライセンス

アカデミー

進路ガイダンス 講義・実技 岐阜県立揖斐高等学校 2.11.26

㈱さんぽう 高校内ガイダンス 講義・実技 岐阜県立大垣養老高等学校 2.12.9

垣添　忠厚 ㈱昭和広報 進路ガイダンス（職業理解）「幼児教育

の職業」

講義・実技 富田高等学校 2.10.22

㈱ライセンス

アカデミー

進路ガイダンス（分野別模擬授業）「幼

稚園教諭・保育士」

模擬授業 岐阜県立飛騨神岡高等学校 2.10.27

㈱さんぽう 高校内ガイダンス（分野別説明会）「保

育・幼児教育」

講義 岐阜県立海津明誠高等学校 2.11.11

㈱昭和広報 進路ガイダンス（体験授業）「保育・幼

児教育」

講義・実技 岐阜県立揖斐高等学校 3.2.4

立崎　博則 ㈱さんぽう 高校内ガイダンス 講義・演習 岐阜県立岐阜総合学園

高等学校

2.10.22

㈱さんぽう 進路フェスタ「素材の色や形に注目し

て、あなた限定フラペチーノを作ろう」

講義・演習 岐阜市文化センター 2.12.1

㈱昭栄広報 進路ガイダンス「森のお弁当を作ろう」講義・演習 岐阜県立羽島高等学校 2.12.9

名和　孝浩 ㈱日本ドリコム 高校ガイダンス 分野別説明会 岐阜県立岐阜総合学園

高等学校

2.10.26

㈱日本ドリコム 体験授業「保育者になるっていうことは」 模擬授業 岐阜県立不破高等学校 2.10.27

㈱日本ドリコム 高校ガイダンス 分野別説明会 岐阜県立池田高等学校 2.11.11

㈱昭栄広報 進路ガイダンス 分野別説明会 岐阜県立農林高等学校 2.11.27

大垣市立東中

学校

職業講話「保育者のお仕事について学

んでみよう」

講師 大垣市立東中学校 2.11.30

㈱昭栄広報 体験授業「保育者になるっていうことは」 模擬授業 岐阜県立山県高等学校 3.1.18

㈱さんぽう 高校ガイダンス 分野別説明会 岐阜県立華陽フロン

ティア高等学校

3.1.28

田中　久志 岐阜県立岐阜

工業高等学校

系統・分野別分科会 講義 岐阜県立岐阜工業高等学校 2.12.2

岐阜県立華陽フ

ロンティア高等

学校（通信制）

職業別体験授業（デザイン・アニメ・

マンガ）

講義・演習 岐阜県立華陽フロン

ティア高等学校

2.12.6

伊豫　治好 岐阜県立岐阜

商業高等学校

職業別体験授業（イラスト・マンガ） 講義・演習 岐阜県立岐阜商業高等学校 2.10.15
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伊豫　治好 富田学園富田

高等学校

職業別体験授業（イラスト・アニメ・

マンガ）

講義・演習 富田学園富田高等学校 2.10.22

岐阜県立大垣

桜高等学校

魅力的なポーズと構図 講義・演習 岐阜県立大垣桜高等学校 2.11.19

岐阜県立岐阜

商業高等学校

職業別体験授業（イラスト・デザイン）講義・演習 岐阜県立岐阜商業高等学校 2.12.10

黒田　　皇 富田高等学校 デザイン系の職業について 進路ガイダンス 富田高等学校 2.10.22

岐阜県立揖斐

高等学校

美術について 進路ガイダンス 岐阜県立揖斐高等学校 2.11.26

岐阜県立岐阜

農林高等学校

デザイン分野について 進路ガイダンス 岐阜県立岐阜農林高等学校 2.11.27

岐阜県立岐阜

商業高等学校

美術・デザイン・アニメ・マンガ 進路ガイダンス 岐阜県立岐阜商業高等学校 2.12.10

岐阜県立恵那

農業高等学校

芸術の分野における「美術」と「デザ

イン」

進路ガイダンス 岐阜県立恵那農業高等学校 3.1.28

滋賀県立伊香

高等学校

「文字を効果的にデザインする」体験授業 進路ガイダンス 滋賀県立伊香高等学校 3.2.4

滋賀県立古知

野高等学校

デザイン教育について 進路ガイダンス 滋賀県立古知野高等学校 3.3.17

長久保光弘 ㈱さんぽう アニメの分野における、

「イラスト」と「アニメ」と「マンガ」

の違いについて

オンライン

ガイダンス

（Ｚｏｏｍ）

岐阜県立恵那農業高等学校 3.1.28

松永　幸宏 大垣女子短期

大学

進学相談会 鹿児島県鹿児島市 2.5.30

大垣女子短期

大学

進学相談会 福岡県博多市 2.5.31

石川　隆義 大垣市保育者

等研究推進委

員会

子どもの口の健康 講演 中川ふれあいセンター 2.9.7

海原　康孝 ㈱昭栄広報 進路ガイダンス（１年生） 高校ガイダンス 岐阜県立東濃高等学校 2.10.19

阿尾　敦子 ㈱ライセンス

アカデミー

お口のクリーニング 職業別体験

授業

岐阜県立池田高等学校 2.10.7 

㈱昭栄広報 進路ガイダンス 分野別ガイ

ダンス

岐阜県立岐阜農林高等学校 2.11.27

水嶋　広美 ㈱さんぽう 富田高等学校 小集団指導 進路説明会

（２年生対象）

2.10.8

㈱さんぽう 誠信高等学校 小集団指導 分野別模擬授業

（２年生対象）

2.11.10
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飯岡　美幸 ㈱さんぽう お口の健康を守るには 職業別体験

授業

岐阜県立不破高等学校 2.10.20

㈱さんぽう 歯科衛生士のお仕事紹介 職業別体験

授業

近江高等学校 2.12.11

藤澤さち子 ㈱ライセンス

アカデミー

進路ガイダンス 体験授業 岐阜県立池田高等学校 2.10.7
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D．公　開　講　座

学　科 テ　ー　マ 講　　　師 会　　　場 開催日

音楽総合学科 初めてのオカリナ 株式会社　STUDIO fiato
　　　　柿内　美緖

C 号館３階多目的ホール 2.6.20
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　実施を見送りました。
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